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県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ

の
本
殿
が
、
建
立
か
ら
約
４
０
０

み
や
傷
み
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
修
復
さ

り
、
専
門
業
者
に
よ
る
解
体
が
行
わ
れ
て
い

　

部
材
が
１
つ
ず
つ
丁
寧
に
取
り
外
さ
れ
て
い

建
築
や
修
理
の
記
録
が
判
明
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
の
発
見
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
10
月
に
、
修
復
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

（
写
真
は
５
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
見
学
会
。
３
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
を
掲
載
）

る
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）

年
が
経
過
し
、
ひ
ず

れ
る
こ
と
に
な

ま
す
。く

と
、

八
代
神
社
の
本
殿 

解
体
修
復
へ
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全国シニアソフトボール熊本県八代大会
八代市総合防災訓練
米国の美術学部学生が学習旅行
こどもプラザ「わくわく」オープン
氷川ダムかき殻まつり
１００歳おめでとうございます
八代広域行政事務組合消防表彰
干潟観察会
　　　　　　　　　　　　 　　他６件

　『ずっと日奈久で暮らすんだろうな』
と思っていた。出身は天草。10 歳のと
きに日奈久温泉神社の宮司となる父と一
緒に日奈久へ移住してきた。神主になる
つもりはなかったが、長男なので土日
などは手伝いが必要になるかもしれない
と、大学卒業間際に講習や実習を受けて
神主の資格を取ることにした。ところが、
熊本市の藤崎宮での実習が縁で、八代宮
の権

ごん

禰
ね ぎ

宜（補佐役）として勤めることに
なる。その後、父の後を継ぎ、日奈久温
泉神社の宮司となった。
　走るのが好きで、高校１年まで陸上
部に所属。帰省した 20 代には市内一周
駅伝や三太郎駅伝大会に選手として出場
し、30 代には地元の小学生たちを指導
した。
　転機が訪れたのは平成５年。八代神
社（妙見宮）の宮司が急逝され、後任の
話が舞い込んだ。就任して、やがて 21
年になる。印象に残っているのは、平成
20 年 4 月に里帰りした妙見宮祭礼絵巻。
海外流出の恐れがある中、『八代の宝だ
から何とかしなければ』と寄附などを呼
びかけ、京都の個人から買い戻した（現
在は博物館に寄託中）。また、人口減少

地域の伝統文化や歴史に
携われることに感謝

小林 綠
ろ く ろ う

郎 さん   （妙見町）

八代神社宮司 （日奈久温泉神社宮司兼務）

と少子化が進む中、『このままでは馬を
引く人がいなくなってしまう』と後継者
を育成するため、平成 15 年に「妙見宮
子供飾馬奉納会」を青年会議所 OB の人
たちと創設。ポニーと一緒に元気よく砥
崎の河原を走る子どもたちの姿を、毎年
見ることができるようになった。
　ちょっとしたつながりで思いもよらな
いことが実現したり、市民の皆さんに妙
見さんを大事に思ってもらっていること
を実感することがあると言う。例えば、
知人に「市外から来られた人が『ガメや
獅子は見られないんですか』とよく言わ
れる」という話をしたのをきっかけに、
八代ロータリークラブの 50 周年記念事
業として境内にガメや獅子などの展示館
ができあがった。草が生い茂った中宮を
整地し、お宮を建てたら、お参りされる
人たちが寄附を募り鳥居、玉垣、井戸、
手
ちょうず

水舎
や

と自分たちで次々に整備されたこ
とにも感銘したそうだ。
　八代神社は、2016 年に妙見神渡来
1350 年祭を迎える。約 400 年が経過す
る本殿は、雨漏りや地盤の傾きなどで傷
みが目立つことから、総代会に諮り本格
的な解体修復に踏み切ることになった。

「傷みがひどすぎて心苦しかった。神様
の場所をきれいにしたい」と胸の内を明
かす。
　妙見祭の神幸行事が国指定重要無形民
俗文化財となるなど、八代神社も市内外
から益々注目されるようになった。「地
域の伝統文化や歴史に携わりながら生活
できることが、ありがたい。がんばって
いかなければ」と語る。▲妙見祭で斎主を務める小林宮司（平成25年）

弥生人を追跡せよ!!
市立博物館 夏季特別展覧会
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八
代
神
社
本
殿

保
存
修
理
工
事
進
む

２

１

４

　  銅板と野地板（のじいた）をとりはずすと、屋根裏の部材が見えてきます  　 他の用途の部
材が垂木（たるき）として転用されていることが、釘の位置や加工痕から分かります　      力神像の裏
面には「長四郎作之」と、製作にかかわった人名が書かれています    　垂木の先端を覆う銅板の裏面。
享保九年（1724）の文字が記されており、 これまでの記録では知られていない修理であることが分か
りました        屋根の造りと残された檜皮（黒い部分）から、銅板葺になる前は檜皮葺（ひわだぶ
き）であったことが分かります       千鳥破風に飾られた鶴の彫刻。長年の風雨で傷んでいます

１ ２

３

４

５
６

３

▲壁面を飾る力神像

　「
妙
見
さ
ん
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
は
、

昭
和
38
年
に
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
地
盤
沈
下
や

雨
漏
り
、
シ
ロ
ア
リ
被
害
な
ど
で
建
物
の
歪
み
や
傷
み
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
２
０
１
６
年
の
妙
見
神
渡
来
１
３
５
０
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
解
体

修
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
文
化
財
建
造
物
修
理
の
専

門
業
者
が
施
工
に
あ
た
り
、
解
体
す
る
部
材
に
は
す
べ
て
番
号
を
付
け
て
、
手

作
業
で
慎
重
に
解
体
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
解
体
作
業
に
よ
っ
て
、
屋
根
を
支

え
る
柱
や
梁
の
傷
み
具
合
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
年
号
や
人

名
の
書
か
れ
た
部
材
や
彫
刻
か
ら
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
修
理
の
経
過
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
使
え
る
部
分
は
残
し
、
傷
み
が
激
し
く
使
え
な
く
な
っ
た
部
分
は
同
質
の
部

材
で
補
う
な
ど
の
方
法
で
修
復
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

５ ６お
願
い

　
復
元
す
る
本
殿
の
色
彩
の
参
考

と
す
る
た
め
、
昭
和
30
～
40
年
代

の
本
殿
の
カ
ラ
ー
写
真
を
お
持
ち

の
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

文
化
ま
ち
づ
く
り
課 

                    

☎
33
４
５
３
３



市立博物館 未来の森ミュージアム
平成 26 年度  夏季特別展覧会

7月18日㈮ ～8月31日㈰

【主　催】　市立博物館未来の森ミュージアム、八代市
【協　賛】　公益財団法人宮嶋利治学術財団、八代市立博物館友の会
【観覧料】　一般400円（320円）、高大生300円（240円）、
　　　　　中学生以下無料　※（　）内は 20 人以上の団体料金

弥生人のナゾを解くワークシートをクリアしたら
特製バッジをプレゼント

　
　
　

件
現
場
で
見
つ
か
っ
た
「
証
拠
品
」
を
た
よ
り
に
犯
人
追
跡
、
と
い
う
刑
事
ド

　
　
　

ラ
マ
は
お
茶
の
間
で
も
お
な
じ
み
で
す
ね
。
こ
の
夏
、
博
物
館
で
は
、
あ・

・る
「
証

拠
品
」
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
現
在
の
も
の
で
は
な
く
、
約

２
０
０
０
年
前
の
も
の
。
追
跡
す
る
の
は
、
犯
人
で
は
な
く
八
代
平
野
で
暮
ら
し
て
い

た
「
弥
生
人
」。
彼
ら
は
土
器
・
石
器
・
木
器
な
ど
の
日
用
の
道
具
か
ら
小
銅ど

う
た
く鐸
・
剣

な
ど
の
特
別
な
道
具
ま
で
、
多
く
の
証
拠
品
を
残
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
頼
り
に
、
彼
ら

が
ど
こ
で
暮
ら
し
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
大
追
跡
し
ま
す
。

事

証拠品①
弥生時代の宝物～小銅鐸

（市教育委員会所蔵）

証拠品②
中国地方で作られた弥生土器

（市教育委員会所蔵）

証拠品③
弥生時代のモミスクイ

（県教育委員会所蔵）

証拠品④
弥生時代の剣の鞘

さ や

（県教育委員会所蔵）

さ
ら
に
追
跡 

①

夏
休
み
は
博
物
館
で
弥
生
人
を
追
跡

さ
ら
に
追
跡 

②

講
演
会

「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！

　
　
　
　

弥
生
時
代
の
八
代
」

こ
ど
も
講
座

「
弥
生
人
の
宝
物
・

     

小
銅
鐸
を
作
ろ
う
！
」

と
　
き
　

7
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ
　
博
物
館
講
義
室

講
　
師
　
西
山
由
美
子 

博
物
館
学
芸
員

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
不
要

と
　
き
　

8
月
23
日
㈯

　
　
　
　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
②
午
後
1
時
～
2
時
30
分

　
　
　
　
③
午
後
3
時
～
4
時
30
分

と
こ
ろ
　
博
物
館
講
義
室

対
　
象
　
市
内
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
※
小
学
1
～
4
年
生
は
要
保
護
者
同
伴

　
※
小
学
5
年
生
以
上
は
児
童
・
生
徒
の
み
の
参
加
も
可

定
　
員
　
各
回
10
組（
小
銅
鐸
は
1
組
1
個
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　

7
月
1
日
㈫
～
8
月
8
日
㈮
に
電
話
で
博

　
物
館
へ
申
込
み
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

共
　
催
　
公
益
財
団
法
人
宮
嶋
利
治
学
術
財
団

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

　
シ
リ
コ
ン
製
の
鋳
型（
い
が
た
）に
金
属
を
流
し
て

小
銅
鐸
を
作
ろ
う
。

※7月22日㈫・28日㈪、8月4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪は休館

博物館　☎３４－５５５５

弥生人を

   追跡せよ!!

Yatsushiro 2014. 7 4 



5 Yatsushiro 2014. 7

　

ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
と
は
、
小
・
中
学

生
が
目
標
冊
数
に
向
け
て
、
学
年
ご
と
に
設

定
さ
れ
た
推
薦
図
書
の
読
書
に
取
り
組
む
運

動
で
す
。
市
内
の
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校

で
実
施
さ
れ
、
学
力
向
上
と
豊
か
な
心
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
９
年
間
続
け
る

　小・中・特別支援学校の学年ごとに、約
300冊の推薦図書が設定されています。

小学生は１００冊、中学生は５０冊が年間
目標冊数です。
　推薦図書などを市立図書館や学校の図書館
で借りて読みます。
　貸出時に貸出日と図書名を、返却時に返却
日と確認印を専用の読書カードに記します。
カードは専用ファイルに保管し、９年間の読
書本が記録されます。

年間目標冊数を超える本を読んだ児童・生
徒は、表彰されます。

１年間 目標冊数達成
小学校６年間 目標冊数達成
中学校３年間 目標冊数達成
小・中学校９年間 目標冊数達成

   主な取り組み

推薦図書の設定1

年間目標冊数を目指して読書2

表彰3

▲推薦図書を集めたコーナー
   （本館）

▲ 読書カード
　  表紙含め 8 ページ。100 冊の本を記入できます。

（表紙） （中面拡大図）

▲推薦図書リストが置いてあるの
　で安心して選べます

始
ま
っ
て
い
ま
す

ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動

読
書
は
豊
か
な
感
性
と
確
か
な
学
力
を
育
て
ま
す
。

５
月
か
ら
小
・
中
学
校
の
９
年
間
を
通
し
た
読
書
の
推
進
運
動

「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

問
合
せ

学
校
教
育
課
　
☎
33
７
１
８
６

市
立
図
書
館
　
☎
32
３
３
８
５

こ
と
で
、
読
書
を
通
し
て
自
分
を
見
つ
め
、

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
心
の
成
長
の
記
録

に
も
な
り
ま
す
。

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
何
冊
読
ん
だ
？
」
を

合
い
言
葉
に
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
、
教
育
委
員
会
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
館
・
せ
ん
ち
ょ
う
分

館
・
か
が
み
分
館
の
全
館
に
、

ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
の
対

象
図
書
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

詳しくは 市立図書館ホームページ
http://www.lib.city.yatsushiro.kumamoto.jp/happybookundou.html

市立図書館では
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保
険
税
の
軽
減
が
あ
り
ま
す

８
月
に
保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

３

４

２
　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

の
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年
７
月
31
日
で
す
（
一

部
の
人
を
除
く
）。
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新

し
い
保
険
証
は
、
薄
ピ
ン
ク
色
で
、
７
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、
８
月
１
日
以
降
に

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
、
出
張
所
に
返
却
す
る
か
、

個
人
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
で
廃
棄
す
る

場
合
は
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど
し
て
、
個
人
情
報

の
漏
え
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
険
証
は
１
年
間
使
用
す
る
も
の
で

す
。
紛
失
や
破
損
な
ど
な
い
よ
う
、
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。納

付
書
が
７
月
中
旬

に
届
き
ま
す

　

第
１
期
か
ら
３
期
ま
で（
４
月
か
ら
６
月
ま
で
）

の
国
保
税
は
、平
成
25
年
度
の
国
保
税
を
基
礎
に

仮
算
定
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
課
税
所

得（
平
成
25
年
中
の
所
得
）が
確
定
し
た
た
め
、
国

保
税
の
年
税
額
を
本
算
定
し
ま
し
た
。

　

第
４
期（
７
月
）以
降
は
、
本
算
定
し
た
年
税
額

か
ら
、課
税
さ
れ
た
額（
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
）

を
差
し
引
き
、
残
り
の
金
額
を
９
カ
月
間
で
調
整

し
た
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
算
定
の
納
付
書
を
７
月
中
旬
に
、
世
帯
主
宛

に
送
付
し
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い

場
合
で
も
、納
税
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

　

　

低
所
得
者
世
帯
に
は
、
均
等
割
と
平
等
割
の
軽

減
が
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
の
軽
減

判
定
所
得
の
基
準

が
見
直
さ
れ
、
平

成
26
年
度
の
本
算

定
か
ら
、５
・
５
割

軽
減
の
対
象
者
と

２
・
５
割
軽
減
の
対

象
者
が
、
次
の
よ

う
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。　

　

次
の
３
つ
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

・
離
職
日
時
点
で
、
65
歳
未
満

　

・
離
職
時
に
交
付
さ
れ
た
「
雇
用
保
険
受
給
資

　
　

格
者
証
」
の
離
職
理
由
（
数
字
２
桁
）
が
次

　
　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る・

・
33
34

23

・

・

・

22

31

32

・

・
12
21

11

　
倒
産
、
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職

　
離
職
理
由
コ
ー
ド･･･

雇
用
期
間
満
了
な
ど
に
よ
る
離
職

離
職
理
由
コ
ー
ド･･･

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
「
非
自
発
的
失
業
者
」

に
対
す
る
国
保
税
や
高
額
療
養
費
な
ど
の
自
己
負

担
限
度
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
そ
の
月
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
、該
当
す
る
人
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
保
険
税
を
決

定
し
ま
す
。給
与
所
得
以
外
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

軽
減
内
容

対
象
者

◆
軽
減
対
象
者
を
拡
大

◆
課
税
限
度
額（
年
間
最
高
額
）を
変
更

◆
倒
産
や
解
雇
な
ど
で
離
職
し
た
人

　
は
軽
減
さ
れ
ま
す

低
所
得
世
帯

非
自
発
的
失
業
者

保
険
税
係

保
険
税
係

保
険
税
係

保
険
税
係

7.5割軽減
の世帯 前年の総所得金額等 ≦ 33 万円

5.5割軽減
の世帯

前年の総所得金額等 ≦ 33万円 ＋
加入者数 × 24.5万円

2.5割軽減
の世帯

前年の総所得金額等 ≦ 33万円 ＋
加入者数 × 45万円

※前年の総所得金額等は、「世帯主」、「国保加入者」、「国
　保から後期高齢者医療制度へ移行した人」の前年の
　総所得金額等合算

均等割と平等割が軽減される世帯

医療保険分 51万円 据え置き

後期高齢者
支援金分 14万円 16万円

介護納付金分 12万円 14万円

合計 77万円 81万円

［現行］［改正後］

問
合
せ　
　

国
保
ね
ん
き
ん
課  

保
険
税
係
／
医
療
給
付
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                  

☎
33
４
１
１
３

国
民
健
康
保
険

７
月
中
旬
に
郵
送

加
入・脱
退 

の
手
続
き
は

１

　

国
保
税
額
の
算
出
額

が
課
税
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
、
課
税
限
度

額
が
国
保
税
額
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
課
税
限
度
額
が

制
度
改
正
に
よ
り
、
下

記
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
喪
失
し
た
後
、
任
意

継
続
ま
た
は
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。
健
康
保
険
喪
失
日
の
翌
日
か
ら
14
日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
所
や
会
社
な
ど
は
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
手
続
き
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き
な
ど

は
、国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き
が
必
要
で
す
。

脱
退
手
続
き
を
す
る
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税

が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
所
や
会
社
な
ど
は
、
国
民
健
康
保

険
の
脱
退
手
続
き
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
加   

入

◆
脱
　
退

・
職
場
の
「
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
」
な
ど

　
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、被
扶
養
者
名
と
資
格
喪
失

　
年
月
日
が
明
記
し
て
あ
る
も
の

・
印
か
ん

・
職
場
の
「
健
康
保
険
証
」
ま
た
は
「
健
康
保
険
資

　
格
取
得
証
明
書
」

・
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保

   

険
証
）

・
印
か
ん

◎ 

必
要
な
も
の

◎ 

必
要
な
も
の

限
度
額
適
用
認
定
証 

の
申
請・更
新
は
お
早
め
に

医
療
給
付
係
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病
気
や
失
業
な
ど
で
納
付
困
難
な
人
に
は
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
と
納
付
猶
予
が
、
学
生
に
は
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
１
５
２
５
０
円

国
民
年
金

 

免
除
申
請
を
行
う
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
、
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
該
当
す
る
期
間
の
未
納
が
あ
る
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
に
該
当
す
る
と
、
承
認
さ
れ
た
期
間
（
一
部

免
除
は
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
）
は
、

老
後
に
受
け
取
る
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の

判
定
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
納
付
要
件

を
判
定
す
る
際
に
、
納
付
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老
齢

年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
だ
と
思
う
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、免
除
さ
れ
た
期
間
は
、老
齢
年
金
の
額
を

計
算
す
る
際
に
は
、
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
て

免除の種類 所得判定対象者 納付すべき
月額

全 額 免 除 本人・配偶者・世帯主 ０ 円

４ 分 の ３ 免 除 本人・配偶者・世帯主 3,810 円

半 額 免 除 本人・配偶者・世帯主 7,630 円

４ 分 の １ 免 除 本人・配偶者・世帯主 11,440 円

若年者納付猶予 本人・配偶者 ０ 円

学 生 納 付 特 例 本人 ０ 円
※ 4 分の 3 免除、半額免除、4 分の１免除は、納付すべ
    き月額を納めないと未納扱いになります。

（平成26年度現在）免除の種類と納付額一覧

問
合
せ　
　

国
保
ね
ん
き
ん
課  

年
金
係 　

 

☎
33
４
１
０
５

◎ 

必
要
な
も
の

限
度
額
適
用
認
定
証 

の
申
請・更
新
は
お
早
め
に

5
　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
場
合
に

は
、　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払

が
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
以
内
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
に
限
っ
て
は
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
が
交
付
対
象
に
な
り
ま
す
。
70
歳

未
満
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る

世
帯
の
人
に
は
、
限
度
額
適

用
認
定
証
は
交
付
で
き
ま
せ

ん
が
、
入
院
中
の
食
事
代
が

減
額
さ
れ
る
「
標
準
負
担
額

◆
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る 

   

と
き
は

・
保
険
証

・
直
近
に
納
め
た
国
保
税
領
収
書

　（
口
座
振
替
や
特
別
徴
収
以
外
の
人
の
み
）

・
印
か
ん

◆
有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
の

　
認
定
証
は
更
新
を

　

平
成
26
年
８
月
１
日
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な

医
療
給
付
係

更
新
期
間

７
月
１
日
㈫
～
８
月
29
日
㈮

・
保
険
証

・
直
近
に
納
め
た
国
保
税
領
収
書

　（
口
座
振
替
や
特
別
徴
収
以
外
の
人
の
み
）

・
印
か
ん

 

◎ 

必
要
な
も
の

・
納
付
書
で
窓
口
納
付
の
世
帯
の
人
は
、
７

　

月
中
旬
に
納
付
書
が
届
く
の
で
、
７
月
納

　

期
分
を
納
め
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
の
世
帯
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
の

　

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
後
日
送
付
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

   

人　
平
成
25
年
分
の
市
民
税
未
申
告
の
人
は
、

上
位
所
得
世
帯
の
限
度
額
適
用
区
分
で
交
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
事
前
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
70
歳
未
満
の
人
で
、
平
成
26
年
８
月
１
日
現

   

在
で
国
保
税
の
未
納
が
な
い
世
帯
の
人
（
納
付 

   

期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
の
国
保
税
）

更
新
条
件

減
額
認
定
証
」
は
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
証
は
、
申
請
日
の
前
月
以
前
の
診
療
分
に

は
適
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

人
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
後
、
窓
口
で
即
日
交
付
し
ま
す
が
、
国
保
税

の
納
付
確
認
が
で
き
な
い
場
合
や
、
転
入
者
で
課

税
状
況
が
不
明
な
場
合
な
ど
は
、
８
月
中
旬
以
降

の
郵
送
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
ま
で
さ
か
の

　

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

減
額
さ
れ
ま
す
が
、
追
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

※

で
き
ま
す
。

領収書
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現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
有

効
期
間
は
、
平
成
26
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
は
7
月
中
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
平
成
26
年
8
月
1
日
か

ら
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
に

記
載
し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の

割
合
は
、
平
成
26
年
度
の
住
民

税
の
課
税
所
得
を
も
と
に
判
定

し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

平
成
26
年
度
の
保
険
料
が
決
定

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
65
歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
も
新
し
く
な
り
ま
す

同一世帯の後期高齢者医療
被保険者の中で、 
住民税の課税所得が 145 万円
以上ある人が
いる世帯 3 割

いない世帯 1 割

医療機関などで支払う
一部負担金の割合

保険証の裏面に「臓器提供意思表示」欄が
あります。臓器提供の意思表示をされる人
は、ボールペンで記入ください。
なお、個人情報保護のためのシールがあり
ますので、お気軽にお問合せください。

■
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」（
オ
レ
ン
ジ

色
）
は
、
平
成
26
年
7
月
31
日
で
有
効
期
間
が
切

れ
ま
す
。
新
し
い
「
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」（
水
色
）
は
7
月
中
に
保
険
証
と
一

緒
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
8
月
1
日
か
ら

は
こ
の
認
定
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
新
規
申
請
に
つ
い
て

　

所
得
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
（
下
表
）
に
該
当
し
、
入
院

お
よ
び
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
人
は
、
市
役

所
国
保
ね
ん
き
ん
課
（
８
―
①
窓
口
）
か
各
支
所

市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康
福
祉
課
）
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
役
並
み
所
得
者
、
一
般
所
得
者
の

　
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
印
か
ん

所得区分 入院時の自己負担
限度額（月額）

外来時の自己負担
限度額（月額）

入院時の食事代
（１食当たり）

現役並み
所得者
（※1）

80,100 円＋ (総医療費
－ 267,000 円）×１％

44,400 円 260 円

4回目から 44,400 円

一般所得者
( ※ 2) 44,400 円 12,000 円 260 円

区分Ⅱ
（※3） 24,600 円 8,000 円

過去12か月で
90日までの入院

210 円

過去12か月で
91日目からの入院

160 円（※5）

区分Ⅰ
（※4） 15,000 円 8,000 円 100 円

※ 1　同一世帯の後期高齢者医療被保険者に課税所得が 145 万円以上の人がいる場合
※ 2　現役並み所得者、区分Ⅱ、区分Ⅰ以外の人
※ 3　被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の人（区分Ⅰ以外の人）
※ 4　被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除
　　　（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに 0 円となる人
※ 5　入院期間が 91 日目以降は、長期入院の申請により食事代が 160 円になります。

入院・外来時の自己負担額と入院時の食事代

新
し
い
保
険
証
と
認
定
証
が
届
き
ま
す

▼
新
し
い
保
険
証
・
認
定
証
が
届
き
ま
す

▼
平
成
26
年
度
の
保
険
料
が
決
定

▼
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
65
歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す

問合せ
国保ねんきん課
後期高齢者医療係
☎３３－４４９０

その 1
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障
害
認
定

保
険
料
や
医
療
費
は
ど
う
な
る
の

手
続
き

今
ま
で
の
保
険
は
ど
う
す
る
の

平
成
26
年
度
の
保
険
料
が
決
定

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
65
歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
で
、「
一
定
の
障
害
」

が
あ
る
と
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
を「
障
害
認
定
」と
い
い
ま
す
。

　
「
障
害
認
定
」
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
わ
れ
る

も
の
で
、
75
歳
の
誕
生
日
前
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
「
障
害
認
定
」
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
認
定
を
受
け
、
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
す
る
場
合
は
、今
ま

で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険（
国
民

健
康
保
険
、協
会
け
ん
ぽ
、健
保
組
合
、共
済
組
合
な

ど
）を
脱
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
所
得
区
分
が
前
ペ
ー
ジ
の
区

分
表
で
「
一
般
」・「
区
分
Ⅰ
、
Ⅱ
」
に
該
当
す
る

人
は
、
医
療
機
関
な
ど
で
の
自
己
負
担
割
合
が
1

割
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
も
の
を
持
参
し
、
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
、年
金
証
書（
障
害
年
金
の
も
の
）

　

の
い
ず
れ
か

・
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

・
印
か
ん

・
預
金
通
帳

　
区
　
　
分

　
障
害
認
定
が
受
け
ら
れ
る
障
害
の
基
準

  

障
害
基
礎
年
金

 

1
級
・
2
級
に
該
当
す
る
と
き

  
身
体
障
害
者
手
帳

 

1
級
・
2
級
・
3
級
に
該
当
す
る
と
き

 

4
級
の
う
ち
音
声
機
能
や
言
語
機
能
の
障
害
が
あ
る
と
き

 

4
級
の
う
ち
下
肢
障
害
で

 「
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の
」
に
該
当
す
る
と
き

 

4
級
の
う
ち
下
肢
障
害
で

 「
1
下
肢
を
下
腿
の
2
分
の
1
以
上
で
欠
く
も
の
」
に
該
当
す
る
と
き

 

4
級
の
う
ち
下
肢
障
害
で

 「
1
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害
」
に
該
当
す
る
と
き

  

療
　
育
　
手
　
帳

Ａ
1
・
Ａ
2
に
該
当
す
る
と
き

  

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

 
1
級
・
2
級
に
該
当
す
る
と
き

 < 障 害 認 定 基 準 >

～  保険料額の計算方法  ～

均等割額…全ての被保険者が負担する金額
所得割額…所得に応じて負担する金額

※所得が低い人は均等割額と所得割額が軽減
※最高限度額 57 万円（

４７,９００円　　＋　　（総所得金額等－３３万円）×９．２６％
均等割額 所得割額

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
人
は
軽
減
さ
れ
ま
す

納
付
方
法

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

新
規
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
た
人
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
保
険
の
種
類
、
加
入

時
期
で
保
険
料
の
支
払
方
法
や
支
払
時
期
が
違
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る
直
前
に
被

用
者
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、
共
済
組

合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
に
は
、
保
険
料

の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。
当
分
の
間
は
均
等
割
額
が

9
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
と
普
通
徴

収
（
口
座
振
替
か
納
付
書
に
よ
る
納
付
）
が
あ
り

ま
す
。

・
納
付
方
法
は
、
受
給
す
る
年
金
額
や
保
険
料
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

・
申
出
に
よ
り
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）

を
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
状
況
か
ら
変
更
を
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

その 2

その 3
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申請・問合せ先

本庁 長寿支援課 （審査認定係）
千丁支所 市民福祉課
東陽支所 市民福祉課

坂本支所 市民福祉課
鏡支所 　健康福祉課
泉支所　 市民福祉課

33-4438
46-1101 （代）
65-2111 （代）

45-2212
52-7836
67-2113

　介護サービスを受けるためには、どれくらいの介護が必要かを判定する「要介護認定」を受
ける必要があります。　「要介護認定」の申請から、介護サービスの利用までをご案内します。

4. 結　果

5. サービスの
    利用

3. 審 査 判 定 　訪問調査結果と主治医意見書をもとに、コンピューターによる一次判
定を行います。その後、医療・保健・福祉の専門家で構成される介護認
定審査会を開き、一次判定結果や主治医意見書、訪問調査の特記事項な
どを基に、どれくらいの介護が必要かを審査・判定します。

　介護認定審査会の判定に基づき「認定結果通知書」と、要介護状態区
分などと認定の有効期間が記載された「介護保険被保険者証」が３０日
ほどで届きます。ただし、訪問調査日や主治医意見書が届いた日により、
前後することがあります。

　居宅介護支援事業者や地域包括支援センターに依頼し、ケアプランを
作成してもらい、サービス提供事業者と契約してサービスを利用します。
　施設サービスは、施設の種類によってサービス内容が異なります。利
用をお考えの場合は、担当のケアマネージャーや地域包括支援センター
または直接、施設へご相談ください。

介護サービス
利用までの流れ

1. 申　請 申 請 場 所 :
必要なもの :

申請できる人 :

申請の時期 :

市役所長寿支援課または各支所介護保険担当課
介護保険被保険者証と本人の認め印
ただし、40～64歳の人は、特定の疾病に該当していることが
要件となります。その際は医療保険の被保険者証が必要です。

介護サービスの利用を希望するとき。なお、介護サービス
は申請日にさかのぼり利用できます。

※入院中の場合
　入院直後や点滴・酸素吸入などの急性期の治療が行われている間は、
訪問調査や主治医意見書の記載ができません。状態が安定し、退院の目
途が立ってから申請してください。

本人や家族。地域包括支援センター、居宅介護支援事業者、
介護保険施設などに代行してもらうこともできます。

2. 訪 問 調 査
主治医意見書

＜訪問審査＞
　認定調査員が自宅や入所先などを訪問し、実際に身体の動きを確認し
たり、日頃の心身の状態や日常生活動作の様子などを聞き取りする調査
を行います。
＜主治医意見書＞
　市役所が、申請書に記入されたかかりつけの医師に、本人の心身の状
態や介護が必要となる要因となった病気などについて意見を求めます。
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熱中症は、７～８月がピークです。
正しく理解し、予防に努めましょう。

熱
中
症
を
疑
わ
れ
る
人
を
見
つ

け
た
と
き
の
対
応

知
っ
て
お
こ
う

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

②
衣
服
を
脱
が
せ
、
身
体
を
冷
や
す

③
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

　

暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
（
感
受
性
）
は
、

体
調
や
暑
さ
へ
の
慣
れ
な
ど
で
、
個
人
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
の
ど
が
渇
く
前

に
飲
む
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

扇
風
機
、
エ
ア

コ
ン
、
遮
光
カ
ー

テ
ン
、
す
だ
れ
な

ど
の
活
用
と
小
ま

め
な
換
気
で
、
室

内
の
環
境
を
整
え

ま
し
ょ
う
。

　

通
気
性
の
良
い
衣
服

を
着
用
し
た
り
、
保
冷

剤
や
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
で
体
の
冷
却
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
体
温
調
節
機

能
が
不
十
分
な
高
齢
者

や
乳
幼
児
は
、
小
ま
め

に
体
温
測
定
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

日
傘
や
帽
子
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
は
暑
さ
・
水
分
不
足
の
感
覚
機

能
や
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
が
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
で
熱
中
症
予
防
を
呼
び
か
け
あ

い
ま
し
ょ
う
。
体
温
調
節
機
能
が
不
十
分

な
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
特
に
注
意
深
く

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
熱
中
症
予
防
を

考
慮
し
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

自
分
で
水
を
飲
め
な
い
、意
識
が
な
い
場
合

    

は
、直
ち
に
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は

引
き
起
こ
す
３
つ
の
要
因

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温

調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
症
状
は
、
筋

肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
吐
き
気
や
け
ん
怠

感
な
ど
で
、
重
症
に
な
る
と
死
に
至
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
要
因
は
、
主
に
次

の
３
つ
で
す
。
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
予
防

を
特
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

要
因
１  

環 

境

要
因
３  

行 

動

要
因
２  

か
ら
だ

・
気
温
が
高
い

・
湿
度
が
高
い

・
閉
め
切
っ
た
屋
内

・
急
に
暑
く
な
っ
た
日

・
激
し
い
筋
肉
運
動
や
慣
れ 

 
 

な
い
運
動

・
長
時
間
の
屋
外
作
業

・
水
分
補
給
を
し
て
い
な
い ・

高
齢
者
や
乳
幼
児

・
低
栄
養
状
態

・
二
日
酔
い
や
寝
不

  
足
の
状
態

暑 

さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
違
う

小
ま
め
に  

水
分
補
給
・
塩
分
補
給

小
ま
め
に  

室
内
環
境
を
チ
ェ
ッ
ク

小
ま
め
に  

体
温
の
調
節
と
チ
ェ
ッ
ク

発 

症
者
の
半
数
が
高
齢
者

周 

囲
の
呼
び
か
け
が
大
切

節 

電
は
適
度
に

予防が肝心      
熱中症

問
合
せ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

八
代
市
鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

熱中症予防 4 つの柱
キーワードは「小まめに」

小
ま
め
に  

休
憩
し
、直
射

日
光
を
避
け
る

外
出
時
は
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問合せ　市管理道路は　市役所 土木管理課☎３３－４１２１、各支所建設事務所

　　　　県道 ( 市内の国道 219 号、443 号、445 号を含む ) は　八代地域振興局 維持管理課☎３３－４１６６

　　　　国道 ( 市内の国道 3 号 ) は　国土交通省 八代維持出張所☎３２－４２７１

　道路上に自宅への自動車など乗り入れのため設置されたブロックや鉄板による事故（歩行者のつまづき

やバイクの転倒など）が発生すると、設置者（所有者や使用者）の責任が問われる場合があります。

　歩道の切下げ（段差解消）が必要な場合は、道路の管理者（下記問合せ先）へ申請し、許可を受けたあ

とで工事をすることができます（工事費用は申請者負担）。

道路上の乗り入れブロックなどは事故の原因となり危険です。
すべての人が安全・安心に通行できるように撤去をお願いします。

　樹木の所有者は、剪定や伐採など適正な管理をお願いします。

　道路に樹木がはみ出していると
　　・車や歩行者の通行を妨げ利用するみなさんの迷惑となります。

　　・信号や標識、カーブミラーなどが見えにくくなり、交通事故を引き起こす原因になります。

　　・害虫などの発生により歩行者や周囲へ被害を与える可能性もあります。

　切下げ箇所と幅は、

１住宅につき１箇所で

４ｍです。

　地形により考慮可能

な場合がありますの

で、道路の管理者へご

相談ください。

 道路周辺の樹木剪定のお願い

安心・安全 な 道路 に

乗り入れブロックなどの撤去のお願い

歩道切下げ工事後道路上に置かれた乗り入れブロック

剪定前 剪定後



（注）：「試験区分」欄の高卒程度・短大卒程度とは、試験問題の内容がそれぞれの程度であることを示すものです。
　※第1次試験では教養試験・適性検査、第2次試験では作文試験・個別面接などを実施する予定です。
　※「語学（英語、中国語、韓国語・朝鮮語）」、「文化芸術・スポーツ」に関する資格加点があります（全職種対象）。
　※各職種の受験資格、試験内容など詳細については、「試験案内」で確認してください。

 
 平成 26 年度
　　八 代 市 職 員 募 集

人
事
課 

宛

《後期日程》

≪試験案内・申込書≫
　《来所による入手》
　試験案内・申込書は、本庁総合案内所（1階）や人事課（２階）、各支所
総務振興課、各出張所で配布します。

　配布日時は、祝日を除く月曜日から金曜日までの午前8時30分から
午後5時15分までです。

　《インターネットによる入手》
　試験案内・申込書は、市のホームページから
　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/
　《郵送による請求》
　左図の要領で請求してください。

≪申込み・問合せ≫
　〒866-8601　八代市松江城町1-25
　八代市役所総務部人事課　☎33-4102（直通）
　※申込みは、各支所総務振興課でも受付けます。

予算採用

試験 
区分 職　　種 採用予定 年　齢　要　件　など

高 
卒 
程 
度 

（注）

事務職（Ｂ） ２人程度 平成５年4月2日から平成９年4月1日までに生まれた人

事務職（Ｃ）
※身体障害者枠

１人程度

昭和59年4月2日から平成９年4月1日までに生まれた人で、次の
要件すべてに該当する人
　①受付期限までに、身体障害者福祉法による「身体障害者手帳」の交付　
　　を受けている人
　②自力で通勤ができ、介護者なしで職務遂行ができる人
　③活字印刷の試験問題および口述による面接試験に対応できる人

短
大 
卒 
程 
度 

（注）

資
格
免
許
職

保育士 １人程度
昭和61年4月2日以降に生まれた人で、保育士資格と幼稚園教諭
免許の両方を有する人か平成27年3月末までに両方取得する見
込みの人

保健師 １人程度 昭和59年4月2日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人
か平成26年度実施の国家試験で取得する見込みの人

管理栄養士 １人程度 昭和59年4月2日以降に生まれた人で、管理栄養士の資格を有す
る人か平成26年度実施の国家試験で取得する見込みの人

試験案内申込書 申込受付期間 第 1 次試験日 第 2 次試験日

7 月 7 日㈪から配布 8 月 4 日㈪ ～ 29 日㈮ 9 月 21 日㈰ 10 月 26 日㈰
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知
的
障
が
い
者
巡
回
相
談

　
医
学
的
診
査
や
心
理
判
定

と
　
き　

８
月
22
日
㈮

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
大
会
議
室
Ａ

内
　
容　

療
育
手
帳
の
新
規
判
定
、
療
育
手
帳
の
再

判
定
、
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

（
日
常
生
活
、
就
労
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

対
　
象　

18
歳
以
上
（
予
約
制
）

定
　
員　

11
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
１
を
お
持
ち

の
人
を
優
先
）

申
込
み　

７
月
18
日
㈮
ま
で
、
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
35
０
２
９
４

　
　
医
療
機
関
健
診
（
個
別
健
診
）

　
巡
回
健
診
（
集
団
健
診
）

　

希
望
す
る
個
別
健
診
を
指
定
の
医
療
機
関
で
、
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
特
定
健
診
・
高
齢
者
健
診　

７
月
１
日
㈫
～
27
年

　
　
前
立
腺
が
ん
検
診

と
　
き　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
30
日
㈫

対
　
象　

50
歳
（
年
度
内
到
達
年
齢
）
以
上
の
男
性

　

２
６
０
人
（
電
話
申
込
み
、
先
着
順
）

検
診
内
容　

血
液
検
査
（
前
立
腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ

Ａ
）
検
査
）

料
　
金　

１
３
０
０
円
（
検
診
料
金
４
３
２
０
円
の

う
ち
、
３
０
２
０
円
を
市
が
助
成
）

そ
の
他　

申
込
者
に
は
受
診
券
と
案
内
チ
ラ
シ
（
指

定
医
療
機
関
名
簿
）
を
郵
送

申
込
み　

７
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭
に
、
八
代
市
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
市
が
行
う
行
政
活
動
を
評
価
す
る
制
度

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、24
年
度
は
、

内
部
評
価
し
た
１
４
８
事
業
の
中
か
ら
18
事
業
、
次

の
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
内
部
評
価
を
全
事
業
行
い

そ
の
中
か
ら
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
選
定
し
た
18

事
業
に
つ
い
て
外
部
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
外
部
評
価
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

参
加
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
外
部
の
視
点
か
ら
内
部
評
価
の
客
観

性
な
ど
に
つ
い
て
、公
開
の
場
で
意
見
を
い
た
だ
き
、

市
は
そ
の
結
果
を
参
考
と
し
、
行
政
運
営
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

委員募集の概要

募集人員…4 人程度
応募資格…今年の4月1日現在で、1年間以上市内に居住し、満20

歳以上の人　など
　※現職の国・県・市議会議員、本市職員を除く。
応募方法…応募用紙などに必要事項を記入の上、行政改革課あてに

送付してください（郵送、E-mail、直接持参可）。
　　応募用紙などは、市ホームページからもダウンロードできます。
受付期間…7月7日㈪～ 18日㈮
　※郵送の場合は、消印有効。E-mail、持参の場合は、最終日の

午後５時15分まで受け付け。
委員報酬…委員会出席1日につき5,900円以内
委員の選考について…選考委員会で審査選考します。
　選考結果は、応募された人全員に文書で通知します。
応募書類提出先…〒 866-8601　八代市松江城町 1-25
　八代市役所　行政改革課　☎ 32-4711
応募書類配布場所…本庁１階総合案内所・５階行政改革課、各支所

総務振興課、各出張所
　昨年度の状況は、市ホームページ（検索キーワード：外部評価）

で見ることができます。

外部評価を公開
　外部評価は、一般に公開して行いますので、どなた
でも自由に傍聴できます。
　開催日時、会場、対象事業（委員の意見を参考に対
象事業を選びます）などが決定次第、随時、市ホーム
ページなどでお知らせします。

八代市外部評価委員会委員を募集

１
月
31
日
㈯

○
胃
が
ん
検
診　

７
月
１
日
㈫
～
９
月
30
日
㈫

○
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診　

～
11
月
30
日

㈰

　

希
望
す
る
集
団
健
診
を
地
区
公
民
館
な
ど
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き　

７
月
15
日
㈫
～
８
月
８
日
㈮

健
診
項
目　

特
定
健
診
、
高
齢
者
健
診
、
肺
が
ん
結

核
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

※
申
込
者
に
は
、
後
日
受
診
券
な
ど
を
送
付

申
込
み　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

　
　
複
合
健
診
　
好
評
の
た
め
秋
も
実
施

と
　
き　

10
月
25
日
㈯
、
11
月
９
日
㈰

と
こ
ろ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
　
員　

各
２
０
０
人
（
電
話
申
込
み
、
先
着
順
）

健
診
項
目　

特
定
健
診
、
高
齢
者
健
診
、
肺
が
ん
結

核
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
腹
部

超
音
波
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

※
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
、
40
歳
・
45
歳
・
50

歳
・
55
歳
の
人
は
特
定
健
診
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他　

申
込
者
に
は
、
受
診
券
や
問
診
票
な
ど
を

健
診
の
２
週
間
前
に
郵
送

申
込
み　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

　
　
保
健
師
が
訪
問
し
ま
す

　
　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
健

康
相
談
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
を
対
象
に
、
保
健
師

が
お
宅
へ
訪
問
し
ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
の
仕
方

や
日
常
生
活
で
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
１
３
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サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
無
料
体
験

と
　
き　

８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮
の
平
日　

午
前
９

時
～
正
午

内
　
容　

中
高
年
の
皆
さ
ん
足
腰
は
弱
っ
て
い
ま
せ

　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

　
短
期
講
座
生
募
集

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

と
　
き　

７
月
24
日
㈭
・
31
日
㈭　

午
前
10
時
～
正

午
（
全
２
回
）

内
　
容　

産
後
か
ら
自
宅
で
す
ぐ
で
き
る
赤
ち
ゃ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
マ
の
妊
娠
線
や

た
る
み
の
産
後
の
ケ
ア
、
お
肌
の
ケ
ア
な
ど

講
　
師　

山
河
ル
ミ
子
氏

定
　
員　

15
組
（
妊
娠
後
期
）
安
定
期
に
入
っ
て
い

る
妊
婦

費
　
用　

９
０
０
円
（
材
料
費
別
）

■
夏
休
み
！
こ
ど
も
ビ
ー
ズ
講
座

と
　
き　

７
月
29
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

内
　
容　

フ
ラ
ワ
ー
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
と
水
玉
の
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト

講
　
師　

村
上
圭
子
氏

定
　
員　

20
人　

小
２
以
下
は
保
護
者
同
伴

費
　
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

■
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
！
親
子
お
菓
子
作
り
講
座

と
　
き　

８
月
７
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
内
　
容　

チ
ョ
コ
っ
と
パ
イ
と
ぐ
る
ぐ
る
ロ
ー
ル
ケ

ー
キ
の
作
り
方
を
プ
ロ
か
ら
学
ぶ

講
　
師
　
八
代
ガ
ト
ー
会
（
市
内
４
菓
子
店
）

定
　
員　

12
組
（
親
子
各
１
人
で
１
組
）

費
　
用　

２
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込
み　

７
月
２
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
費
用
を

添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
申
込
み
不
可

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

募
集

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

７
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
～
２
時

と
こ
ろ　

さ
か
も
と
温
泉
セ
ン
タ
ー
２
階
休
憩
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
費
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
み
☎
38
３
３
７
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

 

龍
峯
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

平
成
25
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
…

　

龍
峯
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
は
、
藤

棚
給
食
・
夏
祭
り
・
敬
老
会
・
体
育
祭
・
駅
伝
大
会
・

世
代
間
交
流
大
会
・
親
子
歩
け
あ
る
け
大
会
な
ど
、

以
前
か
ら
龍
峯
地
域
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
継
承

し
て
い
ま
す
。
活
動
自
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
団

体
や
部
会
が
主
導
し
ま
し
た
が
、
実
施
の
前
に
必

ず
協
議
会
役
員
で
構
成
す
る
「
常
任
委
員
会
」
を

開
き
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
よ
う
心

が
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
役
員
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

が
加
わ
り
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
い
く
つ
か
の
イ

ベ
ン
ト
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
毎
年
龍
峯
小
学
校
の
運
動
場
で
行
っ

て
い
る
夏
祭
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
夜
間
照
明
だ
け

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
「
も
っ
と
明
る
く
楽
し

い
雰
囲
気
を
出
せ
な
い
か
」
と
、
赤
い
提
灯
を
借

り
て
四
方
に
つ
る
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
グ
ッ

と
夏
祭
り
の
雰
囲
気
が
高
ま
り
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
祭
で
は
、
以
前
行
っ
て
い

た
「
応
援
合
戦
」
を
復
活
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
応
援

だ
け
で
な
く
競
技
自
体
に
も
熱
気
が
加
わ
り
、
大

変
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  
地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

た
だ
、
協
議
会
の
運
営
に
携
わ
り
、
改
め
て

感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、「
協
議
会
」と
い
う
組
織
運
営
自
体
に
、

も
っ
と
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
役
員
一
同
、
さ
ら
に
参
加
し
や
す
い
よ

う
な
組
織
に
な
る
よ
う
修
正
し
な
が
ら“
進
化
”

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
活
動
内
容
と
将
来
の
展
望

　

龍
峯
に
は
、
国
指
定
の
木
造
毘
沙
門
天
立
像

や
市
指
定
の
古
墳
群
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ

る
史
跡
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ

う
し
た
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
夏
祭
り
や
景
色
の
い
い

小
路
が
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
親
子
歩
け
あ
る

け
大
会
な
ど
、
龍
峯
地
域
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
役
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
地
域

内
外
に
龍
峯
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▶
藤
棚
給
食
で
地
域
の
絆
作
り
　
▶
笑
顔
で
歩
い
て
健
康
づ
く
り

平
成
25
年
４
月
14
日
　
設
立

龍峯校区
まちづくり協議会 

坂井 龍祐 会長

　
　
や
つ
し
ろ
元
気
体
操
体
験
教
室

　
参
加
者
募
集
　
受
講
無
料

　

や
つ
し
ろ
元
気
体
操
は
、
高
齢
者
の
筋
力
維
持
・

向
上
に
効
果
的
で
、
市
内
21
会
場
で
開
催
中
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

８
月
６
日
㈬　

午
後
２
時
～
・
千

丁
支
所
２
階
大
研
修
室
、
８
月
27
日
㈬　

午
後
２

時
～
・
高
田
公
民
館
２
階
大
研
修
室
（
ど
ち
ら
か
）

内
　
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
操
実
技

対
　
象　

20
人
程
度　

市
内
在
住
で
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
医
療
上
の
問
題
が
な
い
人

申
込
み　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
長
寿
支
援

課
☎
33
４
４
３
６
へ
電
話
で

ん
か
？
期
間
中
、
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用
　
無
料
（
窓
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１



　　

市民課・こども未来課
国保ねんきん課19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n

  人口と世帯
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7月市民カレンダー

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　7月10日㈭        9:00 ～ 12:00
　　　7月28日㈪      13:30 ～ 16:30 
　　  要予約：八代保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

火 災 情 報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（5月末日現在）
　火　災　　　   １６件
　救　急　２， ５７５件    

5月末日現在
人　口　 131,789 人
　男　　　61,381 人
　女　　　70,408 人
世帯数  　 54,073 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

納 税 情 報
     ● 今月の納税　  納期限　7 月 31 日㈭

国民健康保険税 4 期 ／ 固定資産税 2 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　
※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

休日在宅当番医

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
＜於：八代保健センター＞

　　

　　

　　

　　
母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

海の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査　　

※休日在宅医は、変更になる場合があります。受診の際は、
　事前にテレホンサービスで確認し、当番医に連絡をお願
　いします。

　八代市医師会☎34-7001  八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

◇4 ヵ月児健診（八代保）
   H26.3/9～3/21生

◇7ヵ月児健診（八代保）
   H25.11/26～12/4生

◇7 ヵ月児健診（八代保）
   H25.11/14～11/25生

◆2歳児歯科健診（鏡保）
   H24.1/31～3/31生

◆3歳児健診（鏡保）
   H23.1/11～2/10生

◇3 歳児健診（八代保）
    H23.1/18～1/27生

◇3歳児健診（八代保）
   H23.1/28～2/7生

◇3 歳児健診（八代保）
    H23.2/8 ～ 2/19 生

◇2歳児歯科健診（八代保）
   H24.3/12～3/29生

◇2歳児歯科健診（八代保）
   H24.3/30～4/13生

◇4 ヵ月児健診（八代保）
　H26.2/21 ～ 3/8 生

◆4 ヵ月児健診（鏡保）
　H26.2/14～3/15生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
　　H24.12/12 ～ 12/27 生

◆1歳6ヶ月児健診 （鏡保セ）
　   H24.11/10～12/28生

◇1歳6ヶ月児健診 （八代保）
　 H24.11/30～12/11生

◇1歳6ヶ月児健診（八代保）
　 H24.11/20～11/29生

□献　血
市役所本庁
10:00 ～12:00、13:00 ～16:00

□献　血
市役所坂本支所
　10:00 ～12:00
ゆめタウン八代
　14：00～16：00

□献　血
市役所鏡支所
9:30 ～12:00、13：15～16：00

●肝炎市民公開講座
　H26.8/3　10:00 ～12:00
　熊本総合病院14階ホール
　入場無料、相談コーナー有
　（問）熊大医学部付属病院
　　 ☎096-372-1371

◆7 ヵ月児健診（鏡保セ） 
　 H25.11/24 ～ 12/16 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者
   （要予約：八代保☎32-7200）

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者
   （要予約：八代保☎32-7200）

□献　血
ゆめタウン八代
10:00～11:30、12:45～16:00

□献　血　
ＪＡやつしろ本所 9:30～11:30
熊本労災病院  13:15～16:00

7 月 21 日㈪ 海の日のゴミ収集

7月8・25日      14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

 《問合せ先》ごみ対策課（清掃センター内）☎32-4675  
 または各支所市民環境係 ／クリーンセンター☎62-3304

日 病院名 町名 電話番号

6
日

長谷川整形外科医院 海士江町 35-3125

宮 村 医 院  （小児も可） 萩原町２ 32-2414
八 代 敬 仁 病 院 海士江町 34-7911
よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310

13
日

久原外科胃腸科医院 植柳上町 35-1161
大　塚　医　院 日奈久東町 38-0047
原内科クリニック（小児も可） 日 置 町 31-5757
荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777
保　田　医　院 鏡　町 52-0037
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

20
日

平 野 整 形 外 科 医 院 袋　町 32-1222
福 満 内 科 医 院 松 江 町 35-0293
ち り ふ 内 科  （小学生以上可） 豊原中町 32-6000
松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131
尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

21
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872
和田小児科医院 大手町２ 32-2755
八代中央クリニック 永 碇 町 32-8008
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

27
日

右田クリニック 若 草 町 35-8211
和田小児科医院 大手町２ 32-2755
西　医　院 郡築4番町 37-0157
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091

診療時間 9:00 ～ 17:00
各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

◎燃えるゴミの収集
　該当する町内は通常どおり収集します。
◎資源物の収集
　八代地域の該当する町内は 19 日㈯に振り替
　えます。鏡地域の該当地区での資源収集はあ
　りません。

◎週に 70kg 以上のごみ（事業系一般廃棄
　物）を排出する事業所は、収集許可業者
　へ委託するか、市清掃センターやクリー
　ンセンターに直接搬入してください。

生後 2 ヵ月になったらワクチンデビュー

麻しん・風しん混合ワクチン（MRワクチン）を受けましょう

7 月と 8 月は「愛の血液助け合い運動」期間

　早期に免疫をつけておく必要があるヒブや小児の肺炎球菌な
どの予防接種は、生後 2 ヵ月になったら早めに受けましょう。

　1 期・2 期の 2 回接種です。忘れずに受けておきましょう。

　夏場は長期の休みや暑さにより、献血者の減少が心配されます。
若い人で献血をしたことがない人は、ぜひご協力お願いします。

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞
　　

　　

母子健康手帳交付

個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

□献　血 
ゆめタウン八代
9:30 ～ 11:00、12:15 ～ 16:00
イオン八代ショッピングセンター
9:30 ～ 12:00、13:15 ～ 16:00

7 月～ 8 月は「愛の血液助け合い運動」
みんなで、献血の輪を広げましょう。

献血にご協力ください。

けんけつちゃん c 2010 熊本県 くまモン

ご協力
お願いします

　対象：1 期　生後 12 月から 24 月に達するまで（1 歳児）
　　　　2 期　小学校就学前の 1 年間（年長児）
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八
代
市
立
病
院
薬
剤
師 

募
集（
急
募
）

　
業
務
内
容　

外
来
、
入
院
患
者
の
調
剤

採
用
人
数　

１
人

要
資
格　

薬
剤
師
免
許

採
用
予
定
期
間　

採
用
の
日
～
28
年
３
月
末

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
週
２
～
５
日
程
度
）

賃
　
金　

日
額
２
０
０
０
０
円
～

※
勤
務
日
数
、
時
間
な
ど
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
込
み　

市
立
病
院
事
務
局
☎
33
３
６
２
０
へ

履
歴
書
を
随
時
提
出　

Ihttp://w
w

w
.

yatsushiro.org/hospital/

　
　
社
会
福
祉
法
人
八
代
市
社
会
福
祉

　
協
議
会 

職
員
採
用
試
験

職
　
種　

一
般
事
務

採
用
予
定
数　

２
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
資

格
を
有
す
る
人
か
地
域
福
祉
の
推
進
に
熱
意
の
あ

る
人

受
付
期
間　

８
月
４
日
㈪
～
26
日
㈫
の
平
日
、
郵
送

の
場
合
は
消
印
有
効

試
験
日　

第
１
次
試
験　

９
月
21
日
㈰

　
　
　
　

第
２
次
試
験　

11
月
９
日
㈰

試
験
内
容　

高
卒
程
度

試
験
案
内　

試
験
案
内
は
７
月
１
日
㈫
か
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
本
所
、
各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。
郵

　
　
平
成
　
年
度
八
代
広
域

　
行
政
事
務
組
合 

職
員
採
用
試
験

職
　
種　

消
防
職
員

採
用
予
定
数　

10
人
程
度

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

受
付
期
間　

７
月
28
日
㈪
～
８
月
15
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
21
日
㈰

第
２
次
試
験
日　

10
月
下
旬

試
験
要
領
な
ど
の
請
求　

７
月
１
日
㈫
か
ら
八
代
広

域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
で
配
布

郵
送
請
求　

封
筒
の
表
に
「
八
代
広
域
行
政
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
し
、

４
５
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判

用
24
×
33
㎝
程
度
）
に
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
な

ど
の
宛
先
を
明
記
し
、
同
封
の
う
え
、
請
求

問
合
せ　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務

課
☎
33
６
３
１
９　

〒
８
６
６
‐
０
８
９
５
大
村

　
　
募
集
　
青
少
年
体
験
活
動
事
業

　
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
４

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル

と
　
き　

７
月
23
日
㈬
～
25
日
㈮　

２
泊
３
日

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館
、
県
立
豊
野
少
年
自
然
の
家

（
宇
城
市
）、
立
神
峡
里
地
公
園
（
氷
川
町
）

定
　
員　

男
子
20
人
、
女
子
20
人
（
市
内
の
小
５
・

６
年
生
）
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
　
容　

野
外
体
験
活
動（
川
遊
び
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、
焼
き
杉
壁
掛
け
作
り
な
ど
）

参
加
費　

４
０
０
０
円
（
食
費
、
材
料
費
、
保
険
込
）

問
合
せ　

昭
和
公
民
館
☎
37
２
７
４
１

■
夏
休
み
子
ど
も
陶
芸
教
室

と
　
き　

８
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮　

ど
ち
ら
か
１
日

と
こ
ろ　

赤
星
公
園
「
水
竹
居
の
館
」（
鏡
町
）

定
　
員　

抽
選
各
30
人
（
市
内
の
小
３
～
６
年
生
）

内
　
容　

陶
芸
体
験
（
粘
土
で
平
長
皿
の
作
成
）

参
加
費　

８
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険
込
）

問
合
せ　

鏡
公
民
館
☎
52
１
１
１
４

■
親
子
自
然
体
験
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

と
　
き　

８
月
17
日
㈰

と
こ
ろ　

旧
宮
地
東
小
学
校
と
周
辺
の
川

定
　
員　

抽
選
１
５
０
人
程
度
（
市
内
の
小
学
生
と

保
護
者
）

内
　
容　

竹
細
工
、
川
遊
び
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
、

か
き
氷
な
ど

参
加
費　

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
１
０
０
円
、
大

人
５
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険
込
）

問
合
せ　

宮
地
公
民
館
☎
31
５
５
５
７

い
ず
れ
も

申
込
み　

生
涯
学
習
課
か
各
校
区
公
民
館
へ
（
電
話

申
込
不
可
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０

　
　
東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
八
代
公
演

　
当
日
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

８
月
17
日
㈰
厚
生
会
館
で
、「
東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
八
代
公
演
」
を
開
催
し

ま
す
。
公
演
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
・
募
集
人
数

　

表
方
業
務
（
受
付
・
案
内
な
ど
）　

８
人

　

託
児
業
務　

２
人
程
度

と
　
き　

８
月
17
日
㈰

　

表
方
業
務　

正
午
～
午
後
６
時

　

託
児
業
務　

午
後
１
時
～
６
時

賃
　
金　

市
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

資
　
格　

18
歳
以
上
の
人

　

表
方
業
務　

接
客
が
得
意
な
人

　

託
児
業
務　

保
育
士
資
格

申
込
み　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

便
請
求
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
サ
イ
ズ
）
を
同
封

の
う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
先　

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

〒
８
６
６
‐
０
８
６
１
本
町
１
‐
９
‐
14

　

☎
62
８
２
２
８

　
　
自
衛
官
な
ど
を
募
集

■
航
空
学
生

資
　
格　

高
卒
（
見
込
者
含
）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

■
一
般
曹
候
補
生

資
　
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

■
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

資
　
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
随
時

■
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

資
　
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

■
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

資
　
格　

高
卒
（
見
込
者
含
）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈮
～
30
日
㈫

■
防
衛
大
学
校
学
生

資
　
格　

高
卒
（
見
込
者
含
）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

推
薦
・
総
合
選
抜
…
９
月
５
日
㈮
～
９
日
㈫

　

一
般
（
前
期
）
…
９
月
５
日
㈮
～
30
日
㈫

　

一
般
（
後
期
）
…
27
年
１
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮

■
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

資
　
格　

高
卒
（
見
込
者
含
）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈮
～
30
日
㈫

町
９
７
０　

I http://fd.yatsushiro.jp/

26
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金
婚
夫
婦
の
表
彰

　
申
請
受
付
中

対
　
象

○
昭
和
39
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結
婚
か
入
籍

し
た
夫
婦

○
昭
和
38
年
以
前
に
結
婚
か
入
籍
し
た
夫
婦
で
、
過

去
に
金
婚
夫
婦
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
夫
婦

※
申
請
し
た
人
に
は
９
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
長
寿
支
援

課
☎
33
４
４
３
６

　
　
あ
な
た
の
回
答
が

　
日
本
経
済
の
力
に
な
る
！

　

７
月
１
日
、全
国
で
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
・

商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
す

べ
て
の
産
業
分
野
の
事
業
所
や
企
業
と
商
業
を
営
む

事
業
所
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
、６
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
を
訪
問
し
、

直
接
調
査
票
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
に
記
入

さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
り
秘
密
が
厳
守
さ
れ

　
里
親
制
度
説
明
会

　
里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

児
童
虐
待
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
保
護

者
に
代
わ
っ
て
育
て
る
人
を
「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。

　

里
親
に
興
味
の
あ
る
人
、
里
親
を
希
望
す
る
人
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

７
月
31
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局　

中
会
議
室

内
　
容　

制
度
説
明
、
個
別
相
談

問
合
せ　

県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
２
８

選挙あれこれ
　市民の皆さんに選挙や政治に親し
みを持っていただくために、選挙や
政治のあれこれをお知らせします。
Ｑ「選挙」って何？
　そもそも「選挙」は、何のために
するのでしょう？そして、どうして

「選挙」は大切なことなのでしょう
か？
Ａ私たちが暮らす社会を良くするた
めには、様々な意見の中から、より
多くの賛同を得た意見にまとめ、そ
れを政治に反映させてくれる代表者
が必要です。そして、その代表者を
決める手続きが選挙です。
　選挙は、私たち国民が政治に参加
する最も重要な機会です。一人ひと
りが選挙を正しく理解し、日頃から
政治や選挙に関心を持って、大切な
一票を投じることが、より良い社会
を築くことにつながります。

問合せ　選挙管理委員会☎ 30-1663

　
海
上
保
安
官
募
集

　■
海
上
保
安
学
校

資
　
格　

高
卒
（
見
込
者
含
）
後
、
５
年
未
満
の
人

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７
月
22
日
㈫
～
31
日

㈭
、
郵
送
・
持
参
は
７
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮

第
１
次
試
験
日　

９
月
28
日
㈰

■
海
上
保
安
大
学
校

資
　
格　

高
卒
（
見
込
者
含
）
後
、
２
年
未
満
の
人

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
８
月
28
日
㈭
～
９
月

８
日
㈪
、
郵
送
・
持
参
は
８
月
28
日
㈭
～
９
月
１

日
㈪

第
１
次
試
験
日　

11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

問
合
せ　

海
上
保
安
庁

　

☎
０
３
（
３
５
９
１
）
６
３
６
１

　
　
　
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

　
介
護
技
能
講
習
と
雇
用
・
就
業
支
援

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）　   

　

資
格
を
取
得
し
て
、
介
護
施
設
や
病
院
な
ど
で

の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。
講
義
・
演
習
（
１
３
０

時
間
程
度
）
と
介
護
施
設
で
の
職
場
体
験
（
４
日
）

が
あ
り
ま
す
。

と
　
き　

８
月
18
日
㈪
～
10
月
22
日
㈬
の
う
ち
28
日

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
古
城
町
）

定
　
員　

20
人　

受
講
無
料

申
込
み　

８
月
４
日
㈪
ま
で
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

　■
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
リ
ラ
ン
テ

と
　
き　

７
月
23
日
㈬
、
８
月
６
日
㈬

　

午
後
２
時
～
４
時　

全
２
回

内
　
容　

新
素
材
の
フ
リ
ー
メ
タ
リ
コ
で
作
る
ア
ク

セ
サ
リ
ー

講
　
師　

清
水
洋
子
氏

定
　
員
　

18
人

費
　
用　

４
２
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
参
品　

小
皿
３
枚
、
は
さ
み
、
定
規
か
メ
ジ
ャ
ー

■
親
子
で
パ
ン
を
作
ろ
う
！

と
　
き　

７
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

講
　
師　

木
本
早
苗
氏

定
　
員　

５
歳
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
保
護
者
16
組

費
　
用　

１
２
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器
、

布
巾
２
枚

■
親
子
で
ワ
ク
ワ
ク
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

と
　
き　

７
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

講
　
師　

藤
田
美
年
子
氏

定
　
員　

５
歳
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
保
護
者
10
組

費
　
用
　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
、
子
ど
も
の

追
加
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
追
加
）

持
参
品
　
新
聞
紙
、
筆
記
用
具

託
　
児　

２
～
６
歳
ま
で
（
無
料
・
受
付
時
に
申
込
）

申
込
み　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

　

来
館
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

海上保安庁イメージキャラクター
八代バージョンデビュー

問合せ  八代海上保安署☎ 37-1477

※
年
齢
基
準
日
は
27
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
八
代
出
張
所

☎
33
７
０
０
１

　

市
防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

55

ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
７
月
開
講
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
デ
ジ
カ
メ
画
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

作
成
ほ
か
）、
筆
ま
め
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
な
ど
）
を
学
習
。
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
入
会
説
明
会

と
　
き　

７
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬
、
８
月
６
日
㈬
・

20
日
㈬
（
第
１
・
３
水
曜
）　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
古
城
町
）

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

　
　
労
働
保
険
年
度
更
新
を
忘
れ
ず
に

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
１
人
で
も
労
働
者

　
　
住
民
票
な
ど
の
自
動
交
付
機
の

　
一
時
利
用
停
止

　
市
で
は
、
本
庁
守
衛
室
前
に
設
置
し
て
い
る
「
住

民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
」
を
発
行
す
る
自

動
交
付
機
を
入
れ
替
え
ま
す
。

　

機
器
の
入
れ
替
え
に
伴
い
、
９
月
16
日
㈫
～
18
日

㈭
の
３
日
間
が
利
用
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
☎
33
４
１
１
０

　
　
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
事
業
者
を
募
集

　
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
を
、
知
事
が
表
彰
し
ま
す
。
表

彰
さ
れ
た
事
業
所
の
取
組
み
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
県
民
に
広
く
紹
介
し
ま
す
。

対
象
者　

女
性
の
登
用
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
、

セ
ク
ハ
ラ
防
止
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
者
（
自
薦
・
他
薦
可
）

申
込
み　

７
月
31
日
㈭
ま
で
、
県
男
女
参
画
・
協
働

推
進
課
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
７

市
政
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
に

市
民
と
市
長
が
懇
談
す
る
「
市
民
と
市
長
と
の
テ

ー
マ
ト
ー
ク（
懇
談
会
）」の
開
催
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
特
定
の
政

党
を
支
持
す
る
団
体
や
暴
力
団
、
宗
教
を
目
的

と
す
る
団
体
な
ど
は
除
く
）
で
、
原
則
と
し
て

10
人
か
ら
30
人
ま
で

■
テ
ー
マ　

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
で
は
な

く
、広
く
市
民
生
活
に
関
す
る
事
柄
の
中
か
ら
、

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
団
体
な
ど
で
設
定

■
開
催
月　

８
月
、
10
月
（
11
月
以
降
は
９
月
に

募
集
）

■
開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
で
、
時
間
は
90
分
以
内

■
開
催
場
所　

申
込
団
体
な
ど
が
設
定
さ
れ
た
場

所
（
市
内
に
限
る
）
で
行
い
ま
す
。
減
免
制
度

の
あ
る
公
共
施
設
以
外
で
会
場
使
用
料
な
ど
を

要
す
る
場
合
は
、
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
申
込　

広
報
広
聴
課
（
本
庁
２
階
）
や
各

支
所
総
務
振
興
課
・
出
張
所
・
公
民
館
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
参
加
者
名
簿
を
添
え
て
広

報
広
聴
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
（
会
則
や
規
約
が

あ
る
場
合
は
添
付
）。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載

■
申
込
期
限　

７
月
11
日
㈮

問
合
せ　

広
報
広
聴
課
☎
33
４
１
０
１

募
集
　
市
民
と
市
長
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）

　
　
ス
マ
ホ
の
中
に
商
店
街

　
Ｓ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
‐
Ｙ
ｏ
ｌ
ｉ
（
さ
し
よ
り
）

　

 

本
町
１
丁
目
、
本
町
２
丁
目
、
本
町
３
丁
目
、

通
町
の
４
商
店
街
振
興
組
合
で
組
織
す
る
「
ま
ち
な

か
活
性
化
協
議
会
」
が
、
昨
年
か
ら
県
の
委
託
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
熊
本
県
緊
急
雇
用
創
出
基

金
事
業
の
一
環
と
し
て
、
テ
レ
ビ
電
話
で
お
買
い
物

が
で
き
る
仕
組
み
「
ス
マ
ホ
の
中
に
商
店
街
」
事
業

を
行
っ
て
ま
す
。

　
「Sashi-Y

oli

（
さ
し
よ
り
）」
と
い
う
ア
プ
リ

を
ア
イ
フ
ォ
ン
（
携
帯
電
話
）、
ア
イ
パ
ッ
ド
（
タ

ブ
レ
ッ
ト
）、
パ
ソ
コ
ン
で
使
う
こ
と
に
よ
り
、
無

料
で
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
た

り
、お
店
の
情
報
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
プ
リ
の
中
に
は
、
本
町
・
通
町
商
店
街
の
お
店
を

　
　
ふ
る
さ
と
納
税 

活
用
し
て
い
ま
す

　
　

ふ
る
さ
と
八
代
元
気
づ
く
り
応
援
基
金
活
用
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
は
、「
日
奈
久
港

防
波
堤
壁
画
補
修
」「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
」「
薬

物
乱
用
防
止
教
室
」「
体
組
成
計
整
備
」「
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」「
こ
ど
も
体
験
講
座
『
小
銅
鐸

を
つ
く
ろ
う
』」
の
６
事
業
を
実
施
し
、
ふ
る
さ
と

の
環
境
づ
く
り
、
子
ど
も
の
未
来
づ
く
り
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
る
寄
付
金
を
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
☎
33
４
１
０
６

中
心
に
、
１
０
０
店
舗
以
上
が
登
録
さ
れ
て
い
て
、

今
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
本
格
的
に
始
動

し
、
現
在
利
用
者
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
フ

ォ
ン
、
ア
イ
パ
ッ
ド
版
は
下

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
パ

ソ
コ
ン
版
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、お
試
し
く
だ
さ
い
。 

　

テ
レ
ビ
電
話
対
応
店
は
、
40
店
舗
位
で
す
が
、
ど

ん
ど
ん
増
や
し
て
い
き
ま
す
。「Sashi-Y

oli

」
で

便
利
に
お
買
い
物
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　

Ihttp://8246yurutto.
net/syw

in/

問
合
せ　

ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
☎
32
０
７
２
１

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）、
会
費
（
問
合
せ

く
だ
さ
い
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
27
年
３
月
末
ま
で
に
60
歳

以
上
に
な
る
人

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　

I　http://ysjc.jp/

▲日奈久港防波堤の壁画補修

▲こども体験講座
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を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
制
度
で
す
。
事
業
主
で
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
署
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
速
や
か
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
は
７
月
10
日

㈭
ま
で
で
す
。
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
や
八

代
労
働
基
準
監
督
署
、
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
で
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
記
載
方
法
の
問
合
せ
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
９
９
５
）
９
８
６

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
☎
０
９
６

（
２
１
１
）
１
７
０
２
、八
代
労
働
基
準
監
督
署
☎

32
３
１
５
１

ご
み
非
常
事
態
宣
言 

継
続
中問合せ　ごみ対策課☎34-1997

　可燃ごみの中に、針金や金属の塊などの
違反品や危険物の混入があります。
　職員のけがや焼却炉故障の原因になりま
すので、安全な排出をお願いします。

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H25年6月～ 26年 5月 17,151ｔ 446ｇ
比 較 －1,976ｔ － 44ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較（八代・坂本地域）
　

　
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と

　
海
づ
く
り
デ
ー 

一
斉
美
化
清
掃
活
動

　
八
代
の
川
や
海
の
豊
か
な
自
然
を
残
し
て
い
く
た

め
、
球
磨
川
流
域
で
一
斉
清
掃
美
化
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
企
業
・
団
体
・
家
族
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

　
省
エ
ネ
教
室 

参
加
者
募
集

と
　
き　

７
月
25
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

太
田
郷
公
民
館

内
　
容　

地
球
温
暖
化
、
省
エ
ネ
な
ど
に
つ
い
て
の

学
習
会

対
　
象　

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
員　

先
着
50
人

参
加
費
　
無
料

申
込
み　

７
月
23
日
㈬
ま
で
に
環
境
課

　

☎
33
４
１
１
４

　
　
日
本
船
籍
最
大
の

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥 
」
寄
港

　

八
代
、
人
吉
、
水
俣
の
物
産
展
も
同
時
開
催

と
　
き
　
７
月
25
日
㈮　

入
港
：
午
前
８
時
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
港
：
午
後
５
時
（
予
定
）

※
岸
壁
の
開
放
時
間
と
物
産
展
の
開
催
時
間
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

問
合
せ　

国
際
港
湾
振
興
課
☎
33
８
７
７
７

　
　
さ
わ
や
か
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ

　
　

７
～
８
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調

月
間
で
す
。
法
務
省
主
唱
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す

　

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
「
第
16
回
さ
わ
や
か
ヤ

ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

８
月
23
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
初
盆
の
墓
電
灯 

お
申
込
は
お
早
め
に

　
　

８
月
に
は
初
盆
を
迎
え
お
墓
に
電
灯
を
点
す
人

は
、
九
州
電
力
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

近
く
の
電
気
工
事
店
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

九
州
電
力
☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）

６
０
６

　
　
八
代
市
職
業
相
談
室

　
　

市
商
工
振
興
課
で
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
職
業

相
談
室
を
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内
に
開
設
し
、
相
談
事

業
や
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
第
２
月
曜
は
休
み
）

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
内

問
合
せ　

職
業
相
談
室
☎
34
２
３
５
４

　
　
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
県
南
校 

前
期
講
座
開
催

　

く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
熊
本
県
立
大
学

や
農
研
セ
ン
タ
ー
、
農
業
大
学
校
、
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
農
業
関
係
高
校
な
ど
県
の
機
関
の
ほ
か
、
東

海
大
学
や
農
機
具
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結

集
し
、
農
業
者
に
「
学
び
の
場
」
を
提
供
し
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
県
南
校
で
は
、
前
期
講
座
と
し
て
８
月
～
９

月
に
、
病
害
虫
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
５
つ
の
講

座
を
行
う
予
定
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

第
20
回
記
念
九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

２
０
１
４
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

57
団
体
・
企
業
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
10

の
国
と
地
域
、
42
都
道
府
県
か
ら
２
０
２
５
６
人
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
上
や
会
場
周
辺
の

皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
大
会
は
平
成
27
年
５
月
８
・
９
・
10

日
に
開
催
予
定
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員

会
（
市
観
光
振
興
課
内
）
☎
33
４
１
３
２

ア
に
よ
る
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

７
月
21
日
㈪　

午
前
７
時
～
８
時
※
雨
天

中
止
（
小
雨
決
行
）　

受
付
：
午
前
６
時
30
分
～

と
こ
ろ　

球
磨
川
右
岸
・
左
岸
の
堤
防

集
合
場
所　

球
磨
川
河
川
緑
地　

芝
生
広
場

持
参
品　

軍
手
、
飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど

　
（
ご
み
袋
は
当
日
配
布
し
ま
す
）

申
込
み　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４（
当
日
申
込
み
可
）

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象　

高
校
生
・
若
者
を
中
心
と
し
た
音
楽
、
ダ

ン
ス
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

申
込
み　

７
月
22
日
㈫
ま
で
に
人
権
政
策
課
青
少
年

室
☎
30
１
７
０
１

　

詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
ウ
エ
ブ
で
検
索
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
☎
０
９
６

（
２
４
８
）
６
６
０
０

II
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不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

土
地
境
界
・
建
物
未
登
記
・
敷
地
に
通
じ
る
道
路
・

相
続
登
記
・
権
利
書
（
登
記
済
証
）
紛
失
の
問
題
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
　
き　

７
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
中
会
議
室

当
日
相
談
電
話　

☎
０
９
６
（
３
７
２
）
５
０
３
１

共
　
催　

県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士
会

問
合
せ　

県
青
年
司
法
書
士
会

　
（
山
崎
）
☎
０
９
６
（
２
８
５
）
１
１
２
０

　
　
厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

　
入
場
無
料

コ
ー
ル
・
ア
ニ
マ
コ
ン
サ
ー
ト
～
夏
の
調
べ
～

と
　
き　

７
月
１
日
㈫　

午
後
０
時
30
分
～

高
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

７
月
25
日
㈮　

午
後
１
時
～

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　
　
第
９
回
八
代
市
童
話
発
表
大
会

　
　

童
話
に
親
し
み
創
作
活
動
を
活
発
に
す
る
機
会
を

与
え
、
読
書
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
成
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

各
小
学
校
の
代
表
児
童
が
、
観
客
の
前
で
童
話
や

民
話
を
暗
唱
し
、
表
現
力
豊
か
に
発
表
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
児
童
は
、
10
月
４
日
㈯
に

熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
53
回
熊
本
県
童
話
発
表

大
会
」
に
八
代
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
25
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
50
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
合
せ　

図
書
館
本
館
☎
32
３
３
８
５

　
ゆ
か
た
着
付
け
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

　
　

八
代
妙
見
祭
衣
装
方
が
無
料
で
ゆ
か
た
着
付
け
を

行
い
ま
す
。

と
　
き　

８
月
２
日
㈯　

午
後
４
時
～
７
時
（
総
踊

り
延
期
の
場
合
は
３
日
㈰
）

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
３
階
和
室

持
参
品　

ゆ
か
た
、
帯
、
腰
ひ
も
２
本
、
ぞ
う
り
な

ど　

※
当
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
事
前
予
約
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

※
八
代
妙
見
祭
衣
装
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

申
込
み　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
八
代
市
文
化
祭
参
加
作
品
募
集

　
市
民
写
真
展

と
　
き　

９
月
23
日
㈫
～
28
日
㈰

と
こ
ろ　

博
物
館

テ
ー
マ　

自
由

サ
イ
ズ　
「
半
切
」
か
「
Ａ
３
ノ
ビ
」
以
上

要
項
配
布
場
所　

市
内
各
写
真
店

申
込
み　

８
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
八
代
市
写
真
連
盟

事
務
局
（
甲
田
）
☎
38
０
２
９
４

博物館展示案内（７月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆夏季特別展覧会
　 弥生人を追跡せよ !!　 7/18 ㈮   ～ 8/31 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 II 
　 江戸末～近代の諸窯 開催中 ～ 9/21 ㈰
◆古文書をよむ II　悲劇の武将・
　 尾藤金左衛門　　　  7/  8 ㈫   ～ 8/10 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　 開催中～27年3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり II　田川内１号墳と
　 八代の古墳　　　　 開催中 ～ 9/28 ㈰
◆和紙の世界 II
　 八代の御用紙漉き　　開催中 ～ 7/13 ㈰
◆和紙の世界 III
　 さまざまな和紙の用途　　7/15 ㈫   ～ 11/16 ㈰
◆八代の祭礼 II
　 妙見祭笠鉾のヒミツ  開催中 ～ 8/3 ㈰
◆米作りの道具　　　　開催中 通年
◆松井文庫 I　道中風景絵巻 ～殿が立ち寄った
　 観光スポット～　　  開催中 ～ 7/21 ㈪
◆松井文庫 II　
　 武の備え　　　　　  7/23 ㈬   ～ 9/7 ㈪

７月の休館日 7㈪、14㈪、22㈫、28㈪
収蔵庫くん蒸（文化財害虫駆除）のため臨時休館 7/1㈫～ 6㈰

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　

平
成
27
年
８
月

　

調
整
会
議　

８
月
４
日
㈪　

午
前
９
時

使
用
月　

平
成
27
年
９
月

　

調
整
会
議　

９
月
１
日
㈪　

午
前
９
時

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

☎
53
０
０
３
３

　
　
ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業

　
　

伝
統
文
化
や
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
市
民
に

提
供
す
る
た
め
、
要
望
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
知
識
や
技
能
を
持
つ
市
内
の
人
を
「
ま
ち
の
先

生
」
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

利
用
者　

市
民
（
主
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
）

で
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ　

※
政
治
、
宗
教
、
営

利
に
関
わ
る
活
動
を
目
的
と
す
る
場
合
は
除
く

内
　
容　

民
謡
、
大
正
琴
、
詩
吟
、
合
唱
、
日
本
舞

踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
陶
芸
、
書
道
、

写
真
、
着
付
け
、
伝
統
芸
能
、
華
道
、
茶
道

そ
の
他　

講
師
へ
の
謝
礼
は
不
要
。
申
込
方
法
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
文
化
協
会
事
務
所

　
（
文
化
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
33
４
５
３
３

　
　
八
代
妙
見
祭
祭
礼
衣
装
着
付
け
講
座

　（
全
５
回
）
受
講
者
募
集 

受
講
無
料

と
　
き　

７
月
11
日
㈮
、
８
月
８
日
㈮
、
９
月
12
日

㈮
、
10
月
10
日
㈮
、
11
月
21
日
㈮
い
ず
れ
も
午
後

　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格
取
得

　
～
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
た
め
に
～

　
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
消
費
生
活
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
必
要

な
一
定
水
準
以
上
の
知
識
と
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
を
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
認
定
す
る
資
格
で
す
。
ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま

す
。
受
験
申
込
み
は
８
月
４
日
㈪
ま
で
で
す
。

問
合
せ　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
資
格
制
度
室
☎
０
３

（
３
４
４
３
）
７
８
５
５　

I　http://w
w

w
.

kokusen.go.jp/shikaku/shikaku.htm
l

７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館
　
和
室

講
　
師　

卯
川
治
男
氏
（
京
都
市
・
染
織
工
芸
家
）

内
　
容　

祭
礼
衣
装
に
関
す
る
講
義
、
実
際
の
衣
装

を
用
い
た
実
演
・
実
技
な
ど
。
受
講
後
は
妙
見
祭

の
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
れ
ま
す
。

申
込
み　

７
月
10
日
㈭
ま
で
、
文
化
ま
ち
づ
く
り
課

☎
33
４
５
３
３　

D 

33
４
５
１
６
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行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 10 日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 12･19･26 日㈯ 午後 3 時～

図書館講座 ▶ 2 日㈬ 午前 10 時 30 分～…文学講座「飛び出せ国語教室 絵を見てお話作り～想像から創造へ」講師：杉山幹郎氏
▶ 16 日㈬ 午前 10 時 30 分～…八代の歴史「八代城の変遷について - 国指定史跡『八代城跡群 古麓城跡 麦島城跡 八代城跡』の特長 -」講師：山内淳司氏

七夕おはなし会
5 日㈯ 午前 10 時 30 分～ 図書館 2 階集会室 対象：幼児～小学生 語り手：ひまわり文庫

6 日㈰ 午後 2 時～ 図書館 2 階集会室 対象：幼児～小学生 語り手：子羊文庫

名作映画鑑賞会 13 日㈰ 午後 2 時～ 上映作品：海の沈黙

八代市童話発表大会 25 日㈮ 午前 9 時 30 分～ ところ：やつしろハーモニーホール

ジョブカフェによる就活相談会 7 日㈪・22 日㈫ ( 求人情報誌発行日 ) 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー

あかちゃん向けおはなし会（赤ちゃん広場）28 日㈪ 午後 2 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 5･12･26 日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 1･2 週 図書館員、第 4 週 山猫軒

第 12 回たのしい絵本展 19 日㈯～　展示「あたらしい絵本との出会い」「笑う君には福が来る！」

絵本コンサート 20 日㈰ 午後 2 時～　ところ：絵本コーナー
お話ボランティア「山猫軒」のみなさんと図書館員による、音楽を取り入れた楽しいお話会。どなたでもどうぞ。

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

4 日㈮ 午前 11 時～
18 日㈮ 午後 3 時～

対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 6 日㈰ 12･26 日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

七夕おはなし会 6 日㈰ 午前 11 時～ ところ：鏡文化センター視聴覚室　語り手：ぐるんぱ

ジョブカフェによる就活相談会（7月から）8日㈫・23 日㈬ ( 求人情報誌発行日の翌日 ) 午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：23 日㈬、せんちょう図書館：8 日㈫、かがみ図書館：17 日㈭
　臨時休館日　（八代市童話発表大会のため）市立図書館本館：25 日㈮、かがみ図書館：25 日㈮

▶ 1 日㈫ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 2 日㈬ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:40 八代中央クリニック
▶ 3 日㈭ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 4 日㈮ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 7 日㈪ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　　▶ 8 日㈫ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 9 日㈬ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　　▶ 10 日㈭ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 14 日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 15 日㈫ 13:15 八竜小 14:10JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 16 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　 ▶ 17 日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 22 日㈫ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 24 日㈭ 9:40JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10：40 老人ホーム楽寿
▶ 28 日㈪ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫　▶ 29 日㈫ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　　

図書資料の返却を忘れずに　▶返却予定日から 4 ヵ月経過しても図書が全部返却されていない場合、新たな図書の貸出や予約などができません。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

図 書 館 催し物案内（７月）
施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします午前9時30分～午後6時（土日祝午後5時）

市
立
図
書
館
本
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

か
が
み
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

気をつけよう 消費者トラブル
（投資商法 2 次被害）

　昨年、新薬開発業者に 500 万円を投資す
る詐

さ ぎ

欺にあった。今年になってその被害額を
回復してあげますと別の業者から電話があり、
ホテルで電話の男性と会ったところ、手付と
旅費 10万円を要求された。明日、同じホテ
ルで会い、支払うことになっているが信用し
てよいのだろうか。

相談者が被害にあったことを知っている
ことがそもそも問題であり、被害者を狙い、
また騙

だま

そうとする詐欺であることは明らかで
した。そのため、絶対にお金は払わないよう
助言を行い、警察官立ち会いのもと、支払い
を拒否し解決しました。

消費者トラブルで困ったら、市消費生活セ
ンターにご相談ください。

市役所１階市民相談室内☎ 33-4162
平日：午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　　　（木曜は午後 7 時まで）

展　示　部　門 と　　　き と　こ　ろ
写真・書道・美術 9/9㈫～ 10/5㈰ 博物館
華道・水墨画・盆栽・蘭・押花・
手芸編物など 11/2㈰～ 3㈪ やつしろ

ハーモニーホール
菊花 11/1㈯～ 9㈰ 八代宮

舞　台　部　門 と　　　き と　こ　ろ
日舞 11/8㈯ 厚生会館
洋舞・詩吟・器楽・民謡・伝統芸
能など 11/2㈰～ 3㈪ やつしろ

ハーモニーホール
合唱 11/9㈰ 厚生会館

そ　の　他　の　部　門 と　　　き と　こ　ろ
合同茶会 10/26㈰ 松浜軒
文芸（短歌） 10/13㈪ 代陽公民館
文芸（俳句） 9/14㈰ 日奈久ゆめ倉庫

八代市文化祭参加者募集
募集期間　７月１日㈫～１１日㈮
応募資格　市内で主たる文化活動をしている３人以上の団体で、代表者が各

種会議に参加できる団体。また、参加者の６割以上が市内に居
住するか勤務していること。※詳細は、お問い合わせください。

申込用紙配布場所　文化まちづくり課、厚生会館、千丁文化センター、鏡文
化センター、各支所総務振興課、校区公民館

申込・問合せ　八代市文化祭実行委員会事務局（文化まちづくり課内）
　　　　　　　〒 866-8601 松江城町 1-25　☎ 33-4533
　　　　　　　※郵送可（消印有効）、FAX 不可
文化祭日程
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Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

米
国
の
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
大
学
と
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
大
学
の
美
術
学
部
の

学
生
な
ど
28
人
が
、
５
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
単
位
取
得
の
た
め
八
代
市
を
訪
れ
、

文
化
や
芸
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
と
県
、
県
観
光
連
盟
な
ど
が
協
同
で
進
め
て
い
る
外
国
人
観
光
客
誘

致
事
業
の
一
環
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
、
五
家
荘
や
松
濱
軒
、
上
野
窯
、
呉
服
店
な
ど
を
訪
問
。
五
家
荘
で

　

５
月
22
日
、
八
代
市
総
合
防
災
訓
練
が
球
磨
川

河
川
緑
地
で
行
わ
れ
、
市
や
防
災
機
関
、
民
間
協

力
団
体
な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
防
災
関
係
機
関
に
お
け
る
災
害
応
急

活
動
時
の
対
処
能
力
の
向
上
や
相
互
の
連
携
強

化
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、
１
時
間
に
50
ミ
リ
以
上
の
大
雨

が
継
続
的
に
降
り
続
き
球
磨
川
の
水
位
が
氾
濫
危

険
水
位
に
達
し
た
と
の
想
定
で
、
情
報
収
集
伝
達

訓
練
や
避
難
と
物
資
輸
送
訓
練
、
土
砂
災
害
救
出

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
新
八
代
駅
構
内
で
テ
ロ
行
為
を

実
施
す
る
と
の
予
告
電
話
の
後
、
同
駅
構
内
に
何

ら
か
の
物
質
を
散
布
さ
れ
た
と
の
想
定
で
、
情
報

伝
達
や
交
通
規
制
、
救
出
救
助
活
動
、
原
因
物
質

検
知
、除
染
作
業
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
関
係
機
関
が
連
携
し
、
丁
寧
に
確
認
作
業
を

行
い
つ
つ
も
機
敏
な
動
き
で
、
実
践
さ
な
が
ら
の

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
「
わ
く
わ
く
」
が

イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

主
に
乳
幼
児
（
０
～
３
歳
）
を
持
つ
子
育
て
中

の
親
子
が
気
軽
に
集
い
、
楽
し
く
遊
べ
る
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
市
が
開
設
し
た
も
の
で
す
（
場
所
は
イ

オ
ン
九
州
が
提
供
）。
平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
個
別
相
談
の
場
合
は
午
後
４
時
ま
で
利
用
可
）。

１
４
４
㎡
の
フ
ロ
ア
に
、
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
や

相
談
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

運
営
は
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

レ
イ
ン
ボ
ー
」
が
行
い
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

３
人
が
常
駐
し
、
子
育
て
の
悩
み
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

田
中
北
町
の
中
川
秋
絵
さ
ん
は
「『
す
く
す
く
』

へ
は
週
に
２
～
３
日
、
子
ど
も
と
出
か
け
て
い
ま

す
。
わ
く
わ
く
の
利
用
も
楽
し
み
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
熊
本
県
八
代
大
会

の
開
会
式
が
、
５
月
16
日
、
市
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
県
勢
13
チ
ー
ム
を
含
む
51

チ
ー
ム
約
８
０
０
人
の
選
手
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
が
32
回
目
で
、
八
代
で
の
開
催
は
18
年
ぶ

り
２
回
目
で
す
。

　

全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
中
村
卯
汰

郎
会
長
が
「
新
し
い
友
情
の
輪
を
一
層
広
げ
、
思

い
出
深
い
心
温
ま
る
大
会
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
Ａ
Ｓ
エ
ン
ジ
ェ
ル
古
閑
出
の
上
野
盛

隆
主
将
が
「
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
名
誉
と
誇

り
を
胸
に
、
正
々
堂
々
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
い
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

翌
17
日
か
ら
３
日
間
、
球
磨
川
河
川
緑
地
を
舞

台
に
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
決
勝
戦
は
地

元
八
代
の
Ａ
Ｓ
エ
ン
ジ
ェ
ル
古
閑
出
と
佐
世
保
は

ま
な
す（
長
崎
）が
優
勝
旗
を
賭
け
て
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
。
２
回
に
３
点
を
先
制
し
た
Ａ
Ｓ
エ
ン
ジ
ェ
ル

古
閑
出
が
、
そ
の
後
も
得
点
を
重
ね
、
10
対
０
で

快
勝
し
初
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

▲着付け体験で、初めての
　着物で「はい、ポーズ」

▲災害派遣医療チーム（熊本労災
　病院ＤＭＡＴ）による応急処置

▲関係者によるテープカットで
　オープン

▲全国から多くの選手が集まり、行われた
　開会式

▲開会式で選手宣誓を
　行う上野盛隆主将

▲土砂崩れにより、人が車内に閉じ込められていると
　いう想定で、救助に当たる八代消防本部特別救助隊

▲ままごと・玩具コーナー

▲上野窯で象がんの作業を見学

八代の文化や芸術を体験
米国の美術学部学生が学習旅行

地元チームが優勝
全国シニアソフトボール熊本県八代大会

災害に備える
八代市総合防災訓練

新しい親子の憩いの場
こどもプラザ「わくわく」オープン

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

は
習
字
や
観
光
、
松
濱

軒
で
は
茶
道
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
大
学

の
ハ
ン
ナ･

ス
レ
ー

タ
ー
さ
ん
は
「
八
代
で

学
ん
だ
技
法
を
ア
メ
リ

カ
で
広
め
た
い
。
短
時

間
だ
っ
た
が
、
と
て
も

刺
激
を
受
け
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
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八代広域行政事務組合消防表彰干潟観察会

▲干潟の生物を探す参加者 ▲表彰された川田文子さん ▲表彰された米田康徳さん（左）と反頭きよ子さん
　

４
月
28
日
に
千
丁
町
太
牟
田
で
発
生
し
た
一
般
建

物
火
災
で
、
救
助
活
動
を
行
っ
た
反た

ん
ど
う頭
き
よ
子
さ
ん

と
米
田
康
徳
さ
ん
に
対
し
、
６
月
２
日
、
八
代
広
域

行
政
事
務
組
合
管
理
者
の
中
村
市
長
が
市
役
所
で
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

反
頭
さ
ん
は
、
近
隣
の
住
宅
か
ら
煙
と
燃
え
る
よ

う
な
音
が
す
る
の
を
確
認
し
た
た
め
、
居
住
者
と
周

囲
へ
火
災
を
伝
え
ま
し
た
。
声
に
気
づ
き
駆
け
つ
け

た
米
田
さ
ん
は
、
自
力
避
難
が
困
難
な
高
齢
の
女
性

が
い
る
こ
と
を
聞
き
、車
い
す
で
女
性
を
外
に
救
出

し
、安
全
な
場
所
ま
で
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

　

早
期
の
発
見
と
迅
速
か
つ
適
切
な
救
助
活
動
に
よ

り
、
居
住
者
は
大
事
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
４
日
に
大
福
寺
町
で
発
生
し
た
集
合
住
宅
建

物
火
災
で
、
居
住
者
の
救
助
活
動
を
行
っ
た
植
柳
下

町
の
川
田
文
子
さ
ん
に
対
し
、
６
月
２
日
、
八
代
広

域
行
政
事
務
組
合
管
理
者
の
中
村
市
長
が
市
役
所
で

表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

川
田
さ
ん
は
、
車
で
移
動
中
に
火
事
を
発
見
し
た

夫
と
現
場
へ
向
か
い
、
女
性
が
火
災
建
物
の
中
で
意

識
も
う
ろ
う
と
し
て
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
。
夫
に

救
助
協
力
を
求
め
、１
１
９
番
通
報
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
人
で
屋
外
へ
女
性
を
救
出
し
、
安
全
な

場
所
ま
で
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

　

早
期
の
発
見
と
迅
速
か
つ
適
切
な
救
助
活
動
に
よ

り
、
居
住
者
は
大
事
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
17
日
、
大
島
で
干
潟
観
察
会
が
開
催
さ
れ
、

市
内
の
小
学
生
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

干
潟
の
生
物
と
触
れ
合
う
こ
と
で
環
境
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
市
が
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
習
会
で
干
潟
の
で
き
方
や
生
き
物
の
生
態

系
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
、
実
際
に
干
潟
に
出
て

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
を

使
い
、
ゴ
マ
フ
ダ
マ
や
オ
サ
ガ
ニ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
生
き
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
捕
ま

え
た
生
き
物
の
名
前
や
特
徴
な
ど
を
学
び
、
最
後
に

生
き
物
を
干
潟
に
返
し
ま
し
た
。

　

松
野
倭わ

こ子
さ
ん
は
「
前
に
歩
く
カ
ニ
（
マ
メ
コ
ブ

シ
ガ
ニ
）を
見
つ
け
、楽
し
か
っ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

　

現
在
、
２
人
の
息
子
さ
ん
と
暮
ら
し
て

い
る
シ
ズ
カ
さ
ん
。金
剛
で
生
ま
れ
育
ち
、

結
婚
し
て
４
人
の
子
ど
も
を
授
か
り
ま
し

た
。

　

２
階
の
部
屋
か
ら
、
近
所
の
眺
め
を
毎

日
楽
し
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

魚
の
煮
付
け
な
ど
の
料
理
を
楽
し
む
シ

ズ
カ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、「
自
分
の

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
」。

　

息
子
夫
婦
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
ム
ツ
さ
ん
。

高
田
で
生
ま
れ
育
ち
、
教
師
を
勤
め
、
結

婚
し
て
４
人
の
男
の
子
を
育
て
ま
し
た
。

　

年
に
１
度
の
家
族
会
で
、子
ど
も
や
孫
、

ひ
孫
と
会
う
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
。
そ
し
て
子
ど
も
、
孫
、
ひ
孫
が
支

え
で
す
」。

１００歳 おめでとうございます

松岡 ムツさん
（豊原中町）

大正３年６月３日生

山口 シズカさん
（敷川内町）

大正３年５月２５日生

かき殻を使って水質浄化
氷川ダムかき殻まつり

あ
り
、
水
質
を
浄
化
し

ま
す
。

　

次
々
と
運
ば
れ
て
く

る
か
き
殻
を
排
水
路
か

ら
ダ
ム
湖
へ
の
流
入
部

に
敷
き
詰
め
た
、
八
代

工
業
高
校
１
年
の
中
岩

匡ま
さ

志し

さ
ん
は
「
環
境
保

護
に
携
わ
れ
て
、
と
て

も
充
実
感
が
あ
る
。
次

回
も
参
加
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
氷
川
ダ
ム
湖
で
「
氷
川
ダ
ム
か
き
殻
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内

全
高
校
の
生
徒
や
企
業
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
り
、水
質
浄
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
の
主
催
で
、
今
年
で
３
回
目
。
か
き
殻

を
使
用
し
た
水
質
浄
化
と
、
世
代
間
や
地
域
と
の
交
流
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
９
０
０
袋
の
か
き
殻
と
約
50
袋
の
木
炭
を
ダ
ム
湖
に
投
入
。
か
き
殻
に
は

微
生
物
の
す
み
か
と
な
る
効
果
や
、
汚
れ
の
原
因
で
あ
る
リ
ン
と
結
合
す
る
効
能
が

▲リレーして運んだかき殻を投入
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ふるさと納税寄附 熊本南パイロットクラブ 交流会コンサート

父の日に牛
ち ち

乳を贈ろう 第四中学校新体育館 落成モニュメント「きらり」の清掃活動

▲寄附金を手渡す田口武さん（右）

▲障がいのため同時に複数のことをすること
　はむずかしいと言われている中、ギターを
　演奏しながら歌う一ノ瀬たかしさん

▲贈呈に訪れた八代地域農協酪農女性部の皆
　さん

▲完成した体育館と武道場（左）▲作業を分担し、手際よく清掃を行うサニク
　リーン九州八代営業所の社員

　

６
月
６
日
、
清
掃
サ
ー
ビ
ス
や
環
境
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
九

州
八
代
営
業
所
の
社
員
16
人
が
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
目
的
に
、新
八
代
駅
前
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
き

ら
り
」
を
清
掃
し
ま
し
た
。
同
社
に
よ
る
清
掃
は

定
期
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、今
回
で
４
回
目
で
す
。

　

日
頃
の
業
務
で
培
っ
た
手
際
の
よ
い
作
業
に
よ

り
、
壁
面
は
丁
寧
に
拭
き
上
げ
ら
れ
、
周
辺
の
黒

く
汚
れ
た
ベ
ン
チ
や
床
は
、
ス
ポ
ン
ジ
や
デ
ッ
キ

ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
磨
か
れ
、見
る
見
る
き
れ
い
に
。

「
き
ら
り
」
は
、
訪
れ
た
人
を
気
持
ち
よ
く
迎
え

る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
元
の
美
し
い
姿
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。

Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
水墨画を市に寄贈

　

５
月
27
日
、
萩
原
町
の
頼
藤
小
枝
子
さ
ん
（
雅

号 

頼
藤
野や

草そ
う

花か

さ
ん
）
が
平
成
24
年
に
日
本
水

　

現
在
、
東
京
で
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
を
経
営
し
て

い
る
千
丁
町
出
身
の
田
口
武
さ
ん
が
５
月
30
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
附
金

１
０
０
万
円
を
中
村
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
今

回
で
７
回
目
の
寄
附
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
以

外
の
ふ
る
さ
と
（
貢
献
し
た
い
と
思
う
都
道
府
県

や
市
区
町
村
）
へ
税
を
寄
附
金
と
し
て
納
め
る
も

の
で
す
。
寄
附
を
し
た
場
合
、
翌
年
度
の
個
人
住

民
税
が
一
定
額
ま
で
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

田
口
さ
ん
は
「
人
材
育
成
や
事
業
成
長
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

熊
本
南
パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
よ
る
交
流
会
コ

ン
サ
ー
ト
が
５
月
29
日
、
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

で
行
わ
れ
、
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

ク
ラ
ブ
が
18
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
支
援
奉
仕
活

動
の
一
環
で
、交
流
コ
ン
サ
ー
ト
は
３
回
目
で
す
。

　

歌
を
披
露
し
た
の
は
、
山
鹿
市
の
歌
手
・
一
ノ

瀬
た
け
し
さ
ん
。
一
ノ
瀬
さ
ん
は
、
若
い
頃
に
心

臓
発
作
で
心
臓
が
停
止
し
た
も
の
の
、
奇
跡
的
に

生
還
。
脳
に
大
き
な
障
が
い
が
残
り
、
辛
い
リ
ハ

ビ
リ
生
活
の
中
、
歌
に
救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。　

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
僕
の
道
し
る
べ
」や「
歩
い
て

み
た
ら
」の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
、
八
代
地
域
農
協
酪
農
女
性
部
の
９

人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
永
原
辰
秋
副
市
長
に
牛
乳

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
や
酪
農
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
10
年
か
ら
父
の

日
に
合
わ
せ
「
父
の
日
に
牛ち

ち乳
を
贈
ろ
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

永
原
副
市
長
は
「
美
味
し
い
牛
乳
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
調
管
理
に
は
気

を
つ
け
て
、
牛
乳
を
飲
み
続
け
た
い
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
、「
八
代
市
立
第
四
中
学
校
新
体
育

館
落
成
式
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
な
ど

約
５
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

教
育
施
設
の
耐
震
強
化
策
の
一
環
と
し
て
建
て

替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
広
さ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

コ
ー
ト
６
面
が
取
れ
る
サ
イ
ズ
に
拡
大
さ
れ
る
と

と
も
に
、
併
設
の
武
道
場
も
約
２
・
７
倍
に
拡
張

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
成
松
海み

ゆ悠
さ
ん
が
「
新
し
い
体
育
館

で
新
し
い
伝
統
を
作
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
四
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

墨
院
展
で
特
選
を
受
賞
し
た
作
品
を
市
に
寄
贈
す

る
た
め
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、水
墨
画
30
号
（
約
91
㎝
×
73
㎝
）
で
、

タ
イ
ト
ル
は
「
堰せ

き

・
あ
ゆ
遡

さ
か
の
ぼる

」。
球
磨
川
の
堰

を
開
け
た
と
き
に
、
急
流
に
逆
ら
っ
て
力
強
く
遡

る
鮎
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。頼
藤
さ
ん
は「
見

て
い
て
元
気
に
な
る
よ
う
な
絵
を
描
き
た
い
と
思

い
、
筆
を
執
っ
た
作
品
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
絵
は
、
さ
か
も
と
温
泉
セ
ン
タ
ー

ク
レ
オ
ン
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市
◎八代支援学校マーケット
日時・場所／7 月 5 日㈯
　イオン八代店（高等部） 午前10時～午後2時
　ゆめタウン八代店（中学部） 午前10時～正午
　【高等部】農芸・縫工・陶芸・木工製品など
　【中学部】革工芸品、紙すき・農耕製品
問合せ／八代支援学校☎32-3251

◎水彩画を描きませんか 紫陽花の会 会員募集
日時／第 2・4 火曜日
　　　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
場所／北松江第二町公民館
対象／どなたでも
費用／月 2,000 円
その他／スケッチにも出かけます
問合せ／田中☎32-1610

◎あったかハートふれあい劇団 劇団員募集
対象／小学生～一般
費用／子ども500円、大人1,000円（月額）
　　　入会金 1,000 円
その他／月4回公民館などで練習しています
問合せ／丁畑☎34-4563

◎第 3 回 ジョイントコンサート
日時／10月19日㈰　午後2時開演
場所／厚生会館
内容／「球磨川」を一緒に歌いませんか
対象／どなたでも
練習日・時間／7月27日㈰、8月17日㈰、9月28日㈰、
　　　　　10月5日㈰　午後2時～5時
練習場所／からたち保育園
問合せ／閘☎32-7704

◎子育てセミナー
「思春期の子どもの対応パートⅡ」
日時／7月26日㈯　午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
講師／一般社団法人倫理研究所 橋本多實子氏
対象／乳児・学童がいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／一般社団法人倫理研究所
　　　家庭倫理の会 太田☎33-7274

◎詩吟のメンバー募集
声を出すことで健康になります。ふるってご
参加ください。日時や場所についてはお気軽
にお電話ください。
費用／月 4,000 円（施設使用料など）
問合せ／紫洲流日本明吟会熊本本部
　　　松山☎32-7316

◎球磨川河口干潟ベントス&堆積物調査
日時／7 月 27 日㈰　午後 1 時～
場所／水島沖干潟（万葉の里公園集合）
内容／球磨川河口干潟ベントスと堆積物
　　　調査。また生き物調べもします。
対象／大人
定員／20 人
その他／長靴、タオル、飲み物は持参
問合せ／鶴崎☎090-3195-2952

◎八代史談会 講演会
「秀吉が八代にやってきた」
日時／7 月 12 日㈯　午前 10 時～正午
場所／厚生会館
講師／林千寿氏（市立博物館学芸員）
対象／どなたでも
参加無料
問合せ／内田☎34-0878

◎八代ウインドオーケストラ 団員募集
日時／毎週土曜日　午後 7 時～ 9 時
場所／松高公民館
対象／どなたでも（初心者、経験者不問）
費用／月 1,000 円
問合せ／田川☎32-6279

◎ハーモニカ 初心者だけの講座（7 月）
【松高公民館】 第2月曜 午前10時～
【坂本公民館】 第1月曜 午後1時30分～
【高田公民館】 第1金曜 午後7時～
【東陽公民館】 第3月曜 午後8時～
【太田郷公民館】 第3金曜 午後1時30分～
【千丁公民館】 第2金曜 午後1時30分～
【八千把公民館】 第3金曜 午前10時～
【鏡農事センター】 第3月曜 午後1時30分～
費用／800 円（楽器を購入する場合は
　　　4,536円より）
問合せ／鈴木☎32-5855

◎レク式体力チェック普及指導員 認定講習会
日時／7 月 20 日㈰　午後 2 時～ 6 時
　　　受付：午後 1 時 30 分～
場所／太田郷公民館
内容／文科省の委託事業である高齢者体力
　　　つくり支援事業の一つ。今回は幼児
　　　の運動能力チェックについても実施
対象／どなたでも
定員／100 人
費用／2,500 円（認定料・事務手数料）
その他／運動できる服装、シューズ、飲
　　　み物、筆記用具は持参
申込・問合せ／申込締切7月11日㈮ 午後5時
　　　村上☎090-9584-6652

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 9月号の掲載申込締切は、7/25 ㈮です。

伝言板

◎第 49 回 八美展
日時／9 月 30 日㈫～ 10 月 5 日㈰
　　　午前9時～午後5時（5日は午後4時まで）
場所／市立博物館

［作品募集］
審査日時／9 月 21 日㈰　午前 9 時～正午
搬入場所／八代公民館
募集分野／日本画･洋画･版画・彫刻・工芸・デザイン
対象／どなたでも
費用／一般は1部門につき3点まで3,000円
　　　（高校生 1,000 円）
問合せ／八代美術協会事務局 片岡☎34-0518

◎酒害に悩んでいる皆さんへ
日時／毎週土曜日 午後7時30分～9時30分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／アルコールで悩んでいる人や家族
　　　の体験談・相談
その他／毎週第4 木曜日午後1 時～3 時に
　　　八代保健所で家族会も実施
問合せ／NPO 法人 熊本県断酒友の会
　　　岩本☎32-9658

◎夏キャンプ ボランティアスタッフ募集
期日／8 月 9 日㈯～ 11 日㈪　2 泊 3 日
場所／立神峡公園（氷川町）
内容／子どもキャンプの青年スタッフを募集
対象／18 歳以上で健康な人。事前打合
　　　せ会に参加できる人
定員／若干名
受付／月･水･金の午前10時～午後4時
その他／詳細はお電話で
問合せ／やつしろ子ども劇場☎35-3909

◎出前講座「指定管理者制度」
日時／7月11日㈮　午前10時～11時30分
場所／代陽公民館
内容／指定管理者制度の概要や指定管理
　　　者制度の狙い・導入状況
講師／豊本昌二氏（市行政改革課）
定員／35 人
問合せ／有野☎38-3450

◎出前講座「住民と行政の協働」
日時／7月25日㈮　午前10時～11時30分
場所／代陽公民館
内容／これからの協働や住民自治についてなど
講師／村上修一氏（市市民活動支援課）
定員／35 人
問合せ／有野☎38-3450

◎第34回 熊本総合病院 市民公開講座
「PM2.5 について」
日時／ 7 月 16 日㈬　午後 6 時～ 7 時 
場所／熊本総合病院14階「熊本総合病院ホール」
講師／江﨑紀浩 呼吸器内科医長
定員／100人
参加無料、事前申込不要
問合せ／熊本総合病院 総務企画課☎32-7111

◎ 2014 年 食の安全安心フェスタ
日時／7 月 26 日㈯～ 27 日㈰
場所／イオン八代 1 階 センターコート

【26日】カルビーイベント「お菓子について学ぼう」
【27日】食事のバランスチェックや食に　
　　関する○×クイズなど
問合せ／八代地域食の安全安心実行委員会
　　　事務局 イオン八代店☎39-3500

◎地域日本語支援 やつしろクラブ七夕会
日時／7 月 6 日㈰　午後 2 時～ 4 時
場所／八代教育会館
内容／七夕行事を通じて外国人との交流。
　　　モンゴル民謡歌手三枝彩子さんの「オ
　　　ルティンドー」ミニライブも実施
対象／どなたでも
定員／45 人程度
費用／一家族300 円
問合せ／地域日本語支援やつしろクラブ
　　　内山☎35-4285

◎ 24時間 借金・生活保護110番 相談会
日時／7月25日㈮ 午後4時～
　　　　　　26日㈯ 午後4時（夜間含）
場所／熊本県司法書士会館（熊本市大江4-4-34）
内容／借金返済や生活保護について電話・
　　　面談で相談
対象／どなたでも
参加無料
その他／秘密厳守。お気軽にご相談ください
問合せ／熊本県青年司法書士会
　　　相談電話番号☎096-364-0800

◎「税ウォッチング」開催
日時／8月18日㈪　午前9時～午後4時
場所／市内の施設
内容／税務署で「税」について学習後、市
　　　内の公共施設を見学し、税の使い道
　　　などを学ぶ
対象／市内の小学 4 ～ 6 年生
定員／45人
参加無料
申込・問合せ／申込締切 7 月 18 日㈮
　　　公益社団法人 八代地方法人会事務局
　　　☎32-1393
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祭
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す
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東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

八代公演　～モーツァルトの夕べ～

　「題名のない音楽会」などでもおなじみのプロ・オーケ
ストラ「東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団」によ
るコンサート。

と　き　８月17日㈰　午後 2 時開演　午後 1 時開場
ところ　厚生会館ホール
入場料　S 席（指定）３０００円
　　　　A席（自由）　大人（一般）２０００円
　　　　　　　　　　  高校生以下　１０００円
チケット発売日
　７月８日㈫午前 10 時から窓口販売開始（電話受付同日
午後１時から）
プレイガイド
　厚生会館、千丁文化センター、鏡文化センター、メガネのみ
やざき、珈琲店ミック、庄野学生堂八代店、日奈久ゆめ倉庫
問合せ　厚生会館☎ 32-3196

真夏の演劇チャレンジ！
参加者募集

　劇団きらら（代表・池田美樹さん）をはじめ、
九州の演劇人たちを講師に開催する演劇ワーク
ショップ。今回は「体験版」と「挑戦版」に分け
て開催します。真夏の演劇体験。経験の有無を問
わず、ときめく時間になること必至です。どしど
しご参加ください。
と　き
　体験版：８月 10 日㈰　午後１時 30 分～４時
　　・ゲームを交えながら演劇の楽しさを体験
　挑戦版：８月 23 日㈯～ 24 日㈰
　　　　　　　　　　　　午前 10 時～午後 5 時
　　・劇づくりから発表までチャレンジ
ところ　厚生会館
対　象　中学生以上
参加費　無料（要申込み）
定　員　各 30 人程度（2 コース共の参加歓迎）
申込み　厚生会館☎ 32-3196

▶
ソ
リ
ス
ト
　
石
亀
協
子

　◀
指
揮
　
中
田
延の
ぶ
あ
き亮

http://www.kumagawa-fes.com/
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